
 

第１章 海上輸送分野 
 እ⯟海㐠 

㸯㸬እ⯟海㐠ࡢ⌧≧  

2018 年のእ航海運は、⇞料Ἔ౯᱁の上昇と䛔った䝬イナスせᅉはあったが、ዲ調な米国⤒῭や

中国の⤒῭成長等による世界⤒῭の拡大を背景に、米中㈠᫆ᦶ᧿をᠱᛕした㥑け込み㟂せや米

国のイラン制を背景とする輸送䝖ン䝬イルの増ຍ等から、一㒊の㈌≀で海運ᕷἣは前年を上ᅇり、

海上荷動き量も増ຍするな䛹、እ航海運を取りᕳ䛟事業環境に改善がぢら䜜た。 

後のእ航海運の動向に䛴䛔䛶は、世界⤒῭の拡大は⥅⥆するとぢ込䜎䜜るものの、米中㈠᫆

ᦶ᧿の⃭、ⱥ国の EU 㞳⬺ၥ㢟、中東や東アジアにおけるᆅᨻᏛ的な⥭ᙇ等、世界⤒῭の成長

に影響を及䜌すྍ⬟ᛶのある事㡯があることから、ᘬき⥆き注どがᚲせである。 

ձ ୡ⏺ࡢእ⯟海㐠ࡢ⌧≧ 

ア㸬ୡ⏺ࡢせရ┠ู海上Ⲵືࡁ量 

2018年の世界のせရ┠別海上荷動き量は、㔜量䝧ースで118൨32ⓒ䝖ン（対前年比2.6％

増）となり、䛭のෆヂをぢると、に▼Ἔ（ཎἜ及び▼Ἔ〇ရ）26.1％、㕲㖔▼、▼Ⅳ及び✐≀の３ရ

┠を合䜟䛫たシェアが 27.1％となっ䛶䛔る。 
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   ２−１−１ 世界のせရ┠別海上荷動き量 

 
㻔༢䠖ⓒ䝖ン、％）

ཎἜ ▼Ἔ〇ရ ィ

㻞㻜㻜㻤年 1,913 812 2,725 837 790 284 3,991 8,627
対前年比 䕦㻌㻜㻚㻟 3.8 0.9 8.3 3.8 2.5 2.2 2.5

㻞㻜㻜㻥年 1,807 819 2,625 897 804 297 3,648 8,271
対前年比 䕦㻌㻡㻚㻡 0.9 䕦㻌㻟㻚㻣 7.2 1.8 4.6 䕦㻌㻤㻚㻢 䕦㻌㻠㻚㻝

㻞㻜㻝㻜年 1,876 865 2,741 990 926 317 4,097 9,071
対前年比 3.8 5.6 4.4 10.4 15.2 6.7 12.3 9.7

㻞㻜㻝㻝年 1,844 899 2,743 1,050 998 315 4,361 9,467
対前年比 䕦㻌㻝㻚㻣 3.9 0.1 6.1 7.8 䕦㻌㻜㻚㻢 6.4 4.4

㻞㻜㻝㻞年 1,896 898 2,794 1,107 1,111 345 4,488 9,845
対前年比 2.8 䕦㻌㻜㻚㻝 1.9 5.4 11.3 9.5 2.9 4.0

㻞㻜㻝㻟年 1,824 939 2,763 1,188 1,183 363 4,696 10,193
対前年比 䕦㻌㻟㻚㻤 4.6 䕦㻌㻝㻚㻝 7.3 6.5 5.2 4.6 3.5

㻞㻜㻝㻠年 1,787 930 2,717 1,340 1,216 407 4,849 10,529
対前年比 䕦㻌㻞㻚㻜 䕦㻌㻝㻚㻜 䕦㻌㻝㻚㻣 12.8 2.8 12.1 3.3 3.3

㻞㻜㻝㻡年 1,862 998 2,859 1,364 1,136 429 4,961 10,749
対前年比 4.2 7.3 5.2 1.8 䕦㻌㻢㻚㻢 5.4 2.3 2.1

㻞㻜㻝㻢年 1,938 1,036 2,975 1,418 1,140 450 5,085 11,068
対前年比 4.1 3.8 4.1 4.0 0.4 4.9 2.5 3.0

㻞㻜㻝㻣年 2,004 1,055 3,059 1,473 1,200 477 5,320 11,529
対前年比 3.4 1.8 2.8 3.9 5.3 6.0 4.6 4.2

㻞㻜㻝㻤年 2,027 1,067 3,094 1,473 1,239 496 5,530 11,832
対前年比 1.1 1.1 1.1 0.0 3.3 4.0 3.9 2.6
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イ㸬እ⯟㈌≀ᐃᮇ㍺㏦ 

ϸ㸬せ⯟㊰ࡢ㍺㏦ືྥ 

2018 年の定期コンテナ船の動きをぢると、世界全体の荷動き量は前年を上ᅇり、東西ᇶᖿ航路

では、北米向け及び欧ᕞ向けの荷動き量は前年より増ຍしたが、北米Ⓨ及び欧ᕞⓎの荷動き量は

減少し䛶䛔る。 

䜎た、港湾別のコンテナ取扱量ランキング（ᅗ⾲２−１−４）では、世界の≀ὶᣐⅬとなっ䛶䛔る中

国の港湾が上の大༙を༨䜑䛶䛔る。 

資料）Clarksons「SHIPPING REVIEW DATABASE」より作成 
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図表２－１－１ 世界の主要品目別海上荷動き量

(単位：百万トン、％）

原油 石油製品 計

2008年 1,913 812 2,725 837 790 284 3,991 8,627
対前年比 ▲ 0.3 3.8 0.9 8.3 3.8 2.5 2.2 2.5

2009年 1,807 819 2,625 897 804 297 3,648 8,271
対前年比 ▲ 5.5 0.9 ▲ 3.7 7.2 1.8 4.6 ▲ 8.6 ▲ 4.1

2010年 1,876 865 2,741 990 926 317 4,097 9,071
対前年比 3.8 5.6 4.4 10.4 15.2 6.7 12.3 9.7

2011年 1,844 899 2,743 1,050 998 315 4,361 9,467
対前年比 ▲ 1.7 3.9 0.1 6.1 7.8 ▲ 0.6 6.4 4.4

2012年 1,896 898 2,794 1,107 1,111 345 4,488 9,845
対前年比 2.8 ▲ 0.1 1.9 5.4 11.3 9.5 2.9 4.0

2013年 1,824 939 2,763 1,188 1,183 363 4,696 10,193
対前年比 ▲ 3.8 4.6 ▲ 1.1 7.3 6.5 5.2 4.6 3.5

2014年 1,787 930 2,717 1,340 1,216 407 4,849 10,529
対前年比 ▲ 2.0 ▲ 1.0 ▲ 1.7 12.8 2.8 12.1 3.3 3.3

2015年 1,862 998 2,859 1,364 1,136 429 4,961 10,749
対前年比 4.2 7.3 5.2 1.8 ▲ 6.6 5.4 2.3 2.1

2016年 1,938 1,036 2,975 1,418 1,140 450 5,085 11,068
対前年比 4.1 3.8 4.1 4.0 0.4 4.9 2.5 3.0

2017年 2,004 1,055 3,059 1,473 1,200 477 5,320 11,529
対前年比 3.4 1.8 2.8 3.9 5.3 6.0 4.6 4.2

2018年 2,027 1,067 3,094 1,473 1,239 477 5,549 11,832
対前年比 1.1 1.1 1.1 0.0 3.3 0.0 4.3 2.6

合計
　　　　品目

　年

石油
鉄鉱石 石炭 穀物 その他
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（注）2018 年の値はᬻ定値である。 

資料）PIERS 䝕ー䝍より（බ㈈）日本海事䝉ン䝍ー作成  

   ２−１−䠑 北米航路船社別コンテナ荷動き量᥎⛣ 
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（注）１．2018 年は速報値である。 

２．「LA」はロサンゼルス、「LB」はロングビーチを指す。 

資料）アルファライナー等より作成 

 

(a) 北米航路 

2018 年の北米航路の荷動き量をみると、大幅減税を背景に、個人消費の伸長や雇用環境の改

善等、景気が堅調に拡大したことから、東航（アジア→北米）は、16,527 千 TEU（対前年比 6.0％増）

と過去最高を更新したが、西航（北米→アジア）は、中国の環境規制の影響による古紙等の輸送の

減少等から、5,845 千 TEU（対前年比 5.2％減）となった。 

2018 年の北米航路の船社別シェアは、東航では、我が国海運企業※が輸送量全体の 14.7％、他

のアジア諸国の海運企業が 50.3％、欧米の海運企業が 31.2％である。 

一方、西航では、我が国海運企業が輸送量全体の 15.2％、他のアジア諸国の海運企業が

50.3％、欧米の海運企業が 32.0％のシェアである。 

同航路における我が国海運企業のシェアはここ数年上昇傾向にあったが、2018 年４月から邦船

３社のコンテナ船統合新会社 ”Ocean Network Express” (ONE) が営業を開始した直後の混乱によ

る一時的な積高・消席率の落ち込み等も影響し、2018 年は減少した。 

順位 2017年 港湾名 国　名
2018年取扱量
（千TEU）

2017年取扱量
（千TEU）

前年比

1 1 上海 中国 42,010 40,233 4.5%
2 2 シンガポール シンガポール 36,599 33,666 8.8%
3 4 寧波舟山 中国 26,350 24,607 7.1%
4 3 深圳 中国 25,736 25,209 2.1%
5 6 釜山 韓国 21,663 20,473 5.9%
6 7 広州 中国 21,623 20,372 6.2%
7 5 香港 中国 19,596 20,770 -5.7%
8 8 青島 中国 19,315 18,300 5.6%
9 9 LA/LB アメリカ 17,550 16,888 4.0%
10 11 天津 中国 16,007 15,069 6.3%
11 10 ドバイ UAE 14,954 15,444 -3.2%
12 12 ロッテルダム オランダ 14,513 13,734 5.7%
13 13 ポートケラン マレーシア 12,316 11,978 2.9%
14 14 アントワープ ベルギー 11,100 10,451 6.3%
15 15 厦門 中国 10,702 10,381 3.1%
16 16 高雄 台湾 10,446 10,271 1.8%
17 17 大連 中国 9,767 9,707 0.7%
18 19 タンジュンペラパス マレーシア 8,961 8,377 7.0%
19 18 ハンブルク ドイツ 8,770 7,784 12.7%
20 20 レムチャバン タイ 8,075 7,545 7.1%

東京 日本 4,571 4,500 1.2%（参考）

   ２−１−４ 世界の港湾のコンテナ取扱量ランキング（2018 年） 

※ONE（日本郵船、商船三井及び川崎汽船の定期コンテナ船事業統合会社）を含む。 
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３社のコンテナ船統合新会社 ”Ocean Network Express” (ONE) が営業を開始した直後の混乱によ

る一時的な積高・消席率の落ち込み等も影響し、2018 年は減少した。 

順位 2017年 港湾名 国　名
2018年取扱量
（千TEU）

2017年取扱量
（千TEU）

前年比

1 1 上海 中国 42,010 40,233 4.5%
2 2 シンガポール シンガポール 36,599 33,666 8.8%
3 4 寧波舟山 中国 26,350 24,607 7.1%
4 3 深圳 中国 25,736 25,209 2.1%
5 6 釜山 韓国 21,663 20,473 5.9%
6 7 広州 中国 21,623 20,372 6.2%
7 5 香港 中国 19,596 20,770 -5.7%
8 8 青島 中国 19,315 18,300 5.6%
9 9 LA/LB アメリカ 17,550 16,888 4.0%
10 11 天津 中国 16,007 15,069 6.3%
11 10 ドバイ UAE 14,954 15,444 -3.2%
12 12 ロッテルダム オランダ 14,513 13,734 5.7%
13 13 ポートケラン マレーシア 12,316 11,978 2.9%
14 14 アントワープ ベルギー 11,100 10,451 6.3%
15 15 厦門 中国 10,702 10,381 3.1%
16 16 高雄 台湾 10,446 10,271 1.8%
17 17 大連 中国 9,767 9,707 0.7%
18 19 タンジュンペラパス マレーシア 8,961 8,377 7.0%
19 18 ハンブルク ドイツ 8,770 7,784 12.7%
20 20 レムチャバン タイ 8,075 7,545 7.1%

東京 日本 4,571 4,500 1.2%（参考）

   ２−１−４ 世界の港湾のコンテナ取扱量ランキング（2018 年） 

※ONE（日本郵船、商船三井及び川崎汽船の定期コンテナ船事業統合会社）を含む。 

 

 

（注）１．2018 年は速報値である。 

２．「LA」はロサンゼルス、「LB」はロングビーチを指す。 

資料）アルファライナー等より作成 

 

(a) 北米航路 

2018 年の北米航路の荷動き量をみると、大幅減税を背景に、個人消費の伸長や雇用環境の改

善等、景気が堅調に拡大したことから、東航（アジア→北米）は、16,527 千 TEU（対前年比 6.0％増）

と過去最高を更新したが、西航（北米→アジア）は、中国の環境規制の影響による古紙等の輸送の

減少等から、5,845 千 TEU（対前年比 5.2％減）となった。 

2018 年の北米航路の船社別シェアは、東航では、我が国海運企業※が輸送量全体の 14.7％、他

のアジア諸国の海運企業が 50.3％、欧米の海運企業が 31.2％である。 

一方、西航では、我が国海運企業が輸送量全体の 15.2％、他のアジア諸国の海運企業が

50.3％、欧米の海運企業が 32.0％のシェアである。 

同航路における我が国海運企業のシェアはここ数年上昇傾向にあったが、2018 年４月から邦船

３社のコンテナ船統合新会社 ”Ocean Network Express” (ONE) が営業を開始した直後の混乱によ

る一時的な積高・消席率の落ち込み等も影響し、2018 年は減少した。 

順位 2017年 港湾名 国　名
2018年取扱量
（千TEU）

2017年取扱量
（千TEU）

前年比

1 1 上海 中国 42,010 40,233 4.5%
2 2 シンガポール シンガポール 36,599 33,666 8.8%
3 4 寧波舟山 中国 26,350 24,607 7.1%
4 3 深圳 中国 25,736 25,209 2.1%
5 6 釜山 韓国 21,663 20,473 5.9%
6 7 広州 中国 21,623 20,372 6.2%
7 5 香港 中国 19,596 20,770 -5.7%
8 8 青島 中国 19,315 18,300 5.6%
9 9 LA/LB アメリカ 17,550 16,888 4.0%
10 11 天津 中国 16,007 15,069 6.3%
11 10 ドバイ UAE 14,954 15,444 -3.2%
12 12 ロッテルダム オランダ 14,513 13,734 5.7%
13 13 ポートケラン マレーシア 12,316 11,978 2.9%
14 14 アントワープ ベルギー 11,100 10,451 6.3%
15 15 厦門 中国 10,702 10,381 3.1%
16 16 高雄 台湾 10,446 10,271 1.8%
17 17 大連 中国 9,767 9,707 0.7%
18 19 タンジュンペラパス マレーシア 8,961 8,377 7.0%
19 18 ハンブルク ドイツ 8,770 7,784 12.7%
20 20 レムチャバン タイ 8,075 7,545 7.1%

東京 日本 4,571 4,500 1.2%（参考）

   ２−１−４ 世界の港湾のコンテナ取扱量ランキング（2018 年） 

※ONE（日本郵船、商船三井及び川崎汽船の定期コンテナ船事業統合会社）を含む。 

ਤද ਤද図表２－１－４ 世界の港湾のコンテナ取扱量ランキング（2018年）

順位 2017年 港湾名 国　名
2018年取扱量
（千TEU）

2017年取扱量
（千TEU）

前年比

1 1 上海 中国 42,010 40,233 4.5%
2 2 シンガポール シンガポール 36,599 33,666 8.8%
3 4 寧波舟山 中国 26,350 24,607 7.1%
4 3 深圳 中国 25,736 25,209 2.1%
5 6 釜山 韓国 21,663 20,473 5.9%
6 7 広州 中国 21,623 20,372 6.2%
7 5 香港 中国 19,596 20,770 -5.7%
8 8 青島 中国 19,315 18,300 5.6%
9 9 LA/LB アメリカ 17,550 16,888 4.0%
10 11 天津 中国 16,007 15,069 6.3%
11 10 ドバイ UAE 14,954 15,444 -3.2%
12 12 ロッテルダム オランダ 14,513 13,734 5.7%
13 13 ポートケラン マレーシア 12,316 11,978 2.9%
14 14 アントワープ ベルギー 11,100 10,451 6.3%
15 15 厦門 中国 10,702 10,381 3.1%
16 16 高雄 台湾 10,446 10,271 1.8%
17 17 大連 中国 9,767 9,707 0.7%
18 19 タンジュンペラパス マレーシア 8,961 8,377 7.0%
19 18 ハンブルク ドイツ 8,770 8,840 -0.8%
20 20 レムチャバン タイ 8,075 7,785 3.8%

東京 日本 4,571 4,500 1.2%（参考）
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（注）2018 年の値はᬻ定値である。  

資料）PIERS 䝕ー䝍より（බ㈈）日本海事䝉ン䝍ー作成  
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（注）2018 年の値はᬻ定値である。  

資料）PIERS 䝕ー䝍より（බ㈈）日本海事䝉ン䝍ー作成  
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(b) 欧ᕞ航路 

2018 年の欧ᕞ航路の荷動き量をみると、欧ᕞの雇用環境の改善により個人消費がᏳ定的に᥎

⛣し、西航（アジア→欧ᕞ）は、12,653 千 TEU（対前年比 2.4％増）であったが、米中の㈠᫆ᦶ᧿によ

るඛ⾜きの㏱᫂ឤの高䜎りにより䝴ーロᅪの⤒῭成長が㕌したことから、東航（欧ᕞ→アジア）

は、6,386 千 TEU（対前年比 2.6％減）となっ䛶䛔る。 

 

 

 

（注）2018 年の値はᬻ定値である。  
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(b) 欧ᕞ航路 

2018 年の欧ᕞ航路の荷動き量をみると、欧ᕞの雇用環境の改善により個人消費がᏳ定的に᥎

⛣し、西航（アジア→欧ᕞ）は、12,653 千 TEU（対前年比 2.4％増）であったが、米中の㈠᫆ᦶ᧿によ

るඛ⾜きの㏱᫂ឤの高䜎りにより䝴ーロᅪの⤒῭成長が㕌したことから、東航（欧ᕞ→アジア）

は、6,386 千 TEU（対前年比 2.6％減）となっ䛶䛔る。 

 

 

 

（注）2018 年の値はᬻ定値である。  
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（注）「アジア」とは、中国、㤶港、ྎ湾、㡑国、䝍イ、イン䝗䝛シア、䝬䝺ーシア、䝧䝖ナ䝮、フ䜱䝸䝢ン、シン䜺䝫ール、䜹ン䝪ジア、䝭䝱ン䝬ー

を指す。 

資料）（බ㈈）日本海事䝉ン䝍ーが䜎と䜑た䝕ー䝍より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

 

Ϲ㸬እ⯟海㐠ᴗྥືࡢ 

世界のせコンテナ航路にお䛔䛶は、荷に対しⰋዲなサービス䝺䝧ルを☜ಖし䛴䛴ᢞ資をຠ

率することを┠的とし䛶、」数の企業がコン䝋ーシア䝮（企業㐃合）をᙧ成し、ከ䛟の定期航路で

ඹ同㓄船等を⾜っ䛶䛔る。䜎た、高ᗘする荷の䝙ー䝈にᛂ䛘るた䜑、世界規ᶍでᥦᦠする「ア

ライアンス」がᙧ成䛥䜜、グロー䝞ルに高㢖ᗘなサービスがᥦ౪䛥䜜䛶䛔る。アライアンスは 2017年

に３䛴に⦅䛥䜜、2018 年時Ⅼでは運航船⭡量䠔を༨䜑る≧ἣとなっ䛶䛔る。 

2018 年の定期コンテナ船業界では、４月から邦船３社のコンテナ船統合新会社  ”Ocean 

Network Express” (ONE) が営業を開始、䠔月にはコスコによる OOCL のぶ会社 OOIL の㈙の

、䠕月には２M の一㒊業ົにお䛔䛶 ZIM がᡓ␎的ᥦᦠを⾜䛖な䛹の動きがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）201䠔年ᮎの数値を䝧ースに作成。なお、➃数ฎ⌮のた䜑、ᮎᑿの数値があ䜟な䛔ሙ合がある。 

資料）MDS、IHS-Fairplay より日本郵船に䛶㞟ィしたものにᇶ䛵き国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

   ２−１−10 ྛアライアンスの運航船⭡量及び取扱㈌≀量の比率 

 

 

2018 年の㈌≀量は、北米航路が、東航（ 航）16,527 千 TEU、西航（航）5,845 千 TEU で、䛭の

ᕪが 10,682 千 TEU であった。䜎た、欧ᕞ航路は、西航（ 航）12,653 千 TEU、東航（航）6,386 千

TEU で、䛭のᕪは 6,267 千 TEU であった。 

このよ䛖に、北米航路・欧ᕞ航路では、㈌≀量が 航２䡚３に対し航１となっ䛶おり、 航の

㛫にイン䝞ランスがᏑᅾするた䜑、アジアにお䛔䛶㊊する✵コンテナの輸送がᚲせであることか

ら、౫↛とし䛶✵コンテナのຠ率的な取扱䛔がㄢ㢟となっ䛶䛔る。 

 

 

資料）（බ㈈）日本海事䝉ン䝍ーが䜎と䜑た䝕ー䝍より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

 

(c) アジアᇦෆ航路 

2018 年のアジアᇦෆの我が国Ⓨ╔㈌≀の荷動き量は、輸ฟධともに全体で前年を上ᅇり、合ィ

で 11,057 千 TEU（対前年比⣙ 3.7％増）となった。この䛖ち、日中㛫の荷動き量が全体の４ᙉを༨

䜑䛶䛔る。 
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   ２−１−䠕 アジアにおける日本Ⓨ╔コンテナ荷動き量᥎⛣ 
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(b) 欧ᕞ航路 

欧ᕞ航路の運㈤は、2018 年は前年୪みの輸送量に対し䛶、㉸大ᆺ船のᑵ航により船⭡が拡大

したことから、ᘬき⥆き㊊㋃み≧ែである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）1998 年 1 月 1 日䠙1,000point 

資料）China（Export）Containerized Freight Index より作成 

 

 㸬እ⯟㈌≀ᐃᮇ㍺㏦࢘

ϸ㸬せ㈌≀ࡢ㍺㏦ືྥ 

2018 年のእ航㈌≀定期輸送の動向をせ㈌≀別にみると、䜎䛪、ཎἜは、日本向け輸送量

は全体で 149 ⓒ䝖ン（2017 年䠖159 ⓒ䝖ン 対前年比 6.4％減）であった。䛭の䛖ち、中東からは

131 ⓒ䝖ン（2017 年䠖138 ⓒ䝖ン 対前年比 5.1％減）で、中東からの輸送は全体の 88％を༨䜑

䛶䛔る。 

㕲㖔▼は、日本向け輸送量は全体で 124ⓒ䝖ン（2017年䠖127ⓒ䝖ン 対前年比 2.4％減）で、

䛭の䛖ち䜸ース䝖ラ䝸アから 72 ⓒ䝖ン、䝤ラジルから 33 ⓒ䝖ンであった。 

▼Ⅳは、日本向け輸送量は全体で 189 ⓒ䝖ン（2017 年䠖193 ⓒ䝖ン 対前年比 2.1％減）で、

䛭の䛖ち、䜸ース䝖ラ䝸アから 116 ⓒ䝖ン、イン䝗䝛シアから 29 ⓒ䝖ンであった。 

なお、2017 年の䜀ら積み船のせ㈌≀の荷動き量は、௨ୗの㏻りである。 
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   ２−１−13 欧ᕞ航路運㈤᥎⛣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

 

Ϻ㸬ᕷἣ 

(a) 北米航路 

北米航路の運㈤は、ዲ調な米国⤒῭を背景に輸送量は増ຍし䛶䛔るものの、船⭡過の傾向

が⥆䛟中、前༙はୗ落気で᥎⛣した。䜎た、米中㈠᫆ᦶ᧿によるᠱᛕから、㥑け込み㟂せがⓎ⏕

し、11 月㡭にかけ䛶上昇をぢ䛫たものの、䛭の後ୗ落傾向にある。 

 

 

（注）1998 年 1 月 1 日䠙1,000point 

資料）China（Export）Containerized Freight Index より作成 

 

 

500

1,000

1,500

2,000

（年）

中国→北米西ᓊ

中国→北米東ᓊ

CCFI(Point)

（䡚㻞㻜㻝㻣年３月） （㻞㻜㻝㻥年４月時Ⅼ）

アライアンス 船社ྡ アライアンス 船社ྡ

㻹㼍㼑㼞㼟㼗（䝕ン䝬ー䜽） 㻹㼍㼑㼞㼟㼗（䝕ン䝬ー䜽）

㻹㻿㻯（スイス） 㻹㻿㻯（スイス）

※㻌⌧௦商船はᡓ␎ᥦᦠにより、２㻹にཧຍ。

㻯㻻㻿㻯㻻（中国） 䜶䝞ーグ䝸ーン（ྎ湾）

川崎汽船（日本） 㻻㻻㻯㻸（㤶港）

㝧᫂海運（ྎ湾） 㻯㻻㻿㻯㻻㻌㻿㼔㼕㼜㼜㼕㼚㼓㻌㻸㼕㼚㼑㼟（中国）

㡑㐍海運（㡑国） 㻯㻹㻭㻙㻯㻳㻹（フランス）

䜶䝞ーグ䝸ーン（ྎ湾）

㻻㻺㻱（シン䜺䝫ール）

日本郵船（日本） 㝧᫂海運（ྎ湾）

商船三井（日本） 㻴㼍㼜㼍㼓䚷㻸㼘㼛㼥㼐（䝗イ䝒）
※㼁㻭㻿㻯含む

㻴㼍㼜㼍㼓䚷㻸㼘㼛㼥㼐（䝗イ䝒）

⌧௦商船（㡑国）

㻻㻻㻯㻸（㤶港）

㻭㻼㻸（シン䜺䝫ール）

㻯㻹㻭㻙㻯㻳㻹（フランス）

㻯㼔㼕㼚㼍㻌㻿㼔㼕㼜㼜㼕㼚㼓（中国）

㼁㻭㻿㻯（中東湾ᓊ䠒か国）

㻻㻯㻱㻭㻺３

２㻹

CKYHE

G6

Ocean
Alliance

２㻹

THE
Alliance

㈙

事業統合

統合

㈙

   ２−１−11 アライアンス⦅の動き 

 

   ２−１−12 北米航路運㈤᥎⛣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

 

Ϻ㸬ᕷἣ 

(a) 北米航路 

北米航路の運㈤は、ዲ調な米国⤒῭を背景に輸送量は増ຍし䛶䛔るものの、船⭡過の傾向

が⥆䛟中、前༙はୗ落気で᥎⛣した。䜎た、米中㈠᫆ᦶ᧿によるᠱᛕから、㥑け込み㟂せがⓎ⏕

し、11 月㡭にかけ䛶上昇をぢ䛫たものの、䛭の後ୗ落傾向にある。 

 

 

（注）1998 年 1 月 1 日䠙1,000point 

資料）China（Export）Containerized Freight Index より作成 
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   ２−１−11 アライアンス⦅の動き 

 

   ２−１−12 北米航路運㈤᥎⛣ 
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䛆㕲㖔▼の海上荷動き量䛇 

 

 

 

䛆ཎ料Ⅳの海上荷動き量䛇 

 

 

   ２−１−16 せ航路の荷動き（2017 年） 䛀㕲㖔▼・ཎ料Ⅳ䛁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）日本郵船の䝕ー䝍より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

䛆ཎἜの海上荷動き量䛇 

 

㻞㻜㻝㻢年 㻞㻜㻝㻣年 前年比（％）

ཎ䚷Ἔ 中東䚷→䚷中国 183 179 䕦㻌㻞㻚㻞

中東䚷→䚷日本 145 138 䕦㻌㻠㻚㻤

中東䚷→䚷米国 80 94 17.5

㕲㖔▼ ᕞ䚷→䚷中国 640 669 4.5

ᕞ䚷→䚷日本 77 73 䕦㻌㻡㻚㻞

䝤ラジル䚷→䚷中国 205 220 7.3

䝤ラジル䚷→䚷日本 36 34 䕦㻌㻡㻚㻢

ཎ料Ⅳ ᕞ䚷→䚷東アジア 87 92 5.7

北米䚷→䚷東アジア 24 29 20.8

一⯡Ⅳ イン䝗䝛シア䚷→䚷東アジア 181 190 5.0

イン䝗䝛シア䚷→䚷イン䝗 104 96 䕦㻌㻣㻚㻣

ᕞ䚷→䚷東アジア 193 191 䕦㻌㻝㻚㻜

✐䚷≀ 北米䚷→䚷東アジア 68 80 17.6

༡米䚷→䚷東アジア 66 59 䕦㻌㻝㻜㻚㻢

ရ┠ せ䝖䝺ー䝗
荷動量（ⓒ䝖ン）

ὀ㸸せルートࡳࡢ⾲♧ 

㸸ぢ✚㍺ฟ量 

㸸ぢ✚㍺ධ量 

   ２−１−14 世界の䜀ら積み船せ㈌≀のせ䝖䝺ー䝗 

   ２−１−15 せ航路の荷動き（2017 年） 䛀ཎἜ䛁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）日本郵船の䝕ー䝍より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

䛆ཎἜの海上荷動き量䛇 

 

㻞㻜㻝㻢年 㻞㻜㻝㻣年 前年比（％）

ཎ䚷Ἔ 中東䚷→䚷中国 183 179 䕦㻌㻞㻚㻞

中東䚷→䚷日本 145 138 䕦㻌㻠㻚㻤

中東䚷→䚷米国 80 94 17.5

㕲㖔▼ ᕞ䚷→䚷中国 640 669 4.5

ᕞ䚷→䚷日本 77 73 䕦㻌㻡㻚㻞

䝤ラジル䚷→䚷中国 205 220 7.3

䝤ラジル䚷→䚷日本 36 34 䕦㻌㻡㻚㻢

ཎ料Ⅳ ᕞ䚷→䚷東アジア 87 92 5.7

北米䚷→䚷東アジア 24 29 20.8

一⯡Ⅳ イン䝗䝛シア䚷→䚷東アジア 181 190 5.0

イン䝗䝛シア䚷→䚷イン䝗 104 96 䕦㻌㻣㻚㻣

ᕞ䚷→䚷東アジア 193 191 䕦㻌㻝㻚㻜

✐䚷≀ 北米䚷→䚷東アジア 68 80 17.6

༡米䚷→䚷東アジア 66 59 䕦㻌㻝㻜㻚㻢

ရ┠ せ䝖䝺ー䝗
荷動量（ⓒ䝖ン）

ὀ㸸せルートࡳࡢ⾲♧ 

㸸ぢ✚㍺ฟ量 

㸸ぢ✚㍺ධ量 

   ２−１−14 世界の䜀ら積み船せ㈌≀のせ䝖䝺ー䝗 

   ２−１−15 せ航路の荷動き（2017 年） 䛀ཎἜ䛁 
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䛆一⯡Ⅳの海上荷動き量䛇 

 
 

 

䛆✐≀の海上荷動き量䛇 

 

   ２−１−17 せ航路の荷動き（2017 年） 䛀一⯡Ⅳ・✐≀䛁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）日本郵船の䝕ー䝍より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

Ϲ㸬ᕷἣ 

2018 年の㈌≀のᕷἣを定期用船料でみると、䜿ー䝥サイ䝈に䛴䛔䛶は、ୗ期にᕞの㈌≀ิ

㌴事ᨾの影響により㕲㖔▼⏕⏘が減少したものの、中国の᪲┒な㕲㖔▼㟂せを背景に䝤ラジルฟ

しの輸送が堅調に᥎⛣したこと、䜎た、䝟ナ䝬䝑䜽スに䛴䛔䛶は、一時㌾するሙ㠃もあったが、イ

ン䝗な䛹の⊛ᬬによる▼Ⅳ㟂せの増ຍや、༡米ฟし✐≀等の荷動きが堅調であったこと等から、ྛ

サイ䝈ともに前年より改善がぢら䜜た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）䜀ら積船の船ᆺ⛠はᴫ䛽ୗグのとおりと䛥䜜る。 

䜿ー䝥サイ䝈䠖10䡚15 㔜量䝖ン。ス䜶䝈運Ἑを㏻航でき䛪႐ᮃᓠᅇりとなる。 

䝟ナ䝬䝑䜽ス䠖䠒䡚䠓㔜量䝖ン。䝟ナ䝬運Ἑを㏻航できる最大船ᆺ 

䝝ン䝕䜱䝬䝑䜽ス䠖３ 5,000䡚䠑 5,000 㔜量䝖ン 

䝝ン䝕䜱サイ䝈:１ 5,000䡚３ 5,000 㔜量䝖ン 

資料）Baltic Exchange බ⾲値、Marine net より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 
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   ２−１−18 中国向けཎἜ及び㕲㖔▼の海上荷動き 

   ２−１−19 ㈌≀定期用船料᥎⛣ 

(US  (᪥/ࣝࢻ
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2018 年の䝍ン䜹ーᕷἣを定期用船料でぢると、上期は前年のప㏞したᕷἣが⥅⥆したが、ୗ期

は⪁㱋船のゎ᧔の㐍⾜や、イラン⏘ཎἜの௦᭰䝋ースとし䛶西アフ䝸䜹や北米からのཎἜ輸送量

が増ຍしたこと等から、前年と比㍑し䛶≧ἣに改善がぢら䜜、ୗ落幅が⦰ᑠし䛶䛔る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料)Marine net より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

ղ ᡃࡀ国እ⯟海㐠ᴗࡢ㍺㏦ືྥ 

ア㸬ᡃࡀ国海上㈠᫆量ྥືࡢ 

2018 年の我が国の海上㈠᫆量は、9 ൨ 1,984 䝖ン（対前年比 1.4％減）であった。輸ฟධෆヂ

は、ཎᮦ料を輸ධし〇ရを輸ฟすると䛔䛖我が国の㈠᫆ᵓ㐀をᫎし、輸ฟが㕲㗰、ᶵᲔ㢮を中ᚰ

に、1 ൨ 6,163 䝖ン（対前年比 2.1％減）、輸ධが㕲㖔▼、▼Ⅳ、ཎἜを中ᚰに、7 ൨ 5,820 䝖ン

（対前年比 1.3％減）と、㔜量䝧ースでぢると輸ධに೫ったᵓ成となっ䛶䛔る（ᅗ⾲２−１−21）。 
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   ２−１−20 䝍ン䜹ー定期用船料᥎⛣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）➃数ฎ⌮のた䜑、ᮎᑿの数Ꮠが合䜟な䛔ሙ合がある。 

資料）㈈ົ┬「㈠᫆統ィ」より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

 

我が国の海上㈠᫆量をᆅᇦ別にぢると、輸ฟに䛴䛔䛶は、アジアᆅᇦ䜈の輸ฟ量は、2018 年は

1 ൨ 1,458 䝖ン（対前年比 3.7％減）、我が国の輸ฟ量全体に対するシェアは 70.9％となっ䛶おり、

北米向けの輸ฟ量は、2018年は、1,224䝖ン（対前年比 1.7％増）、我が国の輸ฟ量全体に༨䜑る

シェアは 7.6％となっ䛶䛔る。 

一方、輸ධに䛴䛔䛶は、2018 年のアジアᆅᇦからの輸ධ量は 1 ൨ 4,813 䝖ン（対前年比 5.6％

減）、北米からの輸ධ量は 8,763 䝖ン（対前年比 10.9％増）となり、我が国の輸ධ量全体に対する

シェアは、アジアᆅᇦからの輸ධ量が 19.5％、北米からの輸ධ量が 11.6％となっ䛶䛔る（ᅗ⾲２−１

−22）。 

 

 

 

数量 㔠㢠 数量 㔠㢠
933,017            1,090,060          919,843            1,174,616          䕦㻌㻝㻚㻠

⥲ィ 165,159            548,600            161,637            574,323            䕦㻌㻞㻚㻝
㕲㗰 37,718              32,611              36,113              34,167              䕦㻌㻠㻚㻟
䝉䝯ン䝖 11,923              402                  10,653              361                  䕦㻌㻝㻜㻚㻣
ᶵᲔ㢮 13,340              190,887            13,621              197,062            2.1
用⮬動㌴ 6,006                104,629            6,201                109,329            3.2
㟁気〇ရ 1,503                51,798              1,494                53,778              䕦㻌㻜㻚㻢
⫧料 556                  129                  476                  120                  䕦㻌㻝㻠㻚㻟
䛭の他 94,113              168,144            93,079              179,506            䕦㻌㻝㻚㻝
⥲ィ 767,858            541,460            758,206            600,293            䕦㻌㻝㻚㻟
㈌≀ィ 489,812            410,218            488,294            437,405            䕦㻌㻜㻚㻟
㕲㖔▼ 126,526            10,820              123,852            10,296              䕦㻌㻞㻚㻝
▼Ⅳ 192,839            25,703              189,320            28,121              䕦㻌㻝㻚㻤
⇥㖔▼ 261                  55                    219                  47                    䕦㻌㻝㻢㻚㻞
ሷ 7,382                335                  7,301                308                  䕦㻌㻝㻚㻝
㖡㖔 4,732                9,352                5,248                10,407              10.9
䝙䝑䜿ル㖔 3,596                212                  3,661                240                  1.8
䝪ーキサイ䝖 37                    12                    43                    21                    13.9
ᮌᮦ 6,629                3,845                6,425                4,072                䕦㻌㻟㻚㻝
䝟ル䝥 1,813                1,523                1,713                1,702                䕦㻌㻡㻚㻢
チ䝑䝥 12,170              2,363                12,449              2,520                2.3
ᑠ㯏 5,706                1,715                5,652                1,811                䕦㻌㻜㻚㻥
米 679                  403                  672                  543                  䕦㻌㻝㻚㻝
大㯏・〄㯏 1,205                303                  1,264                385                  4.9
䝖䜴䝰ロコシ 15,306              3,457                15,802              3,721                3.2
大㇋ 3,218                1,735                3,236                1,701                0.6
䛭の他 107,713            348,385            111,361            371,470            3.4
ᾮ体㈌≀ィ 278,046            131,243            269,912            162,888            䕦㻌㻞㻚㻥
ཎἜ 158,020            71,547              148,957            89,036              䕦㻌㻡㻚㻣
䠨䠪䠣 83,632              39,173              82,852              47,389              䕦㻌㻜㻚㻥
䠨䠬䠣 10,774              6,048                10,734              6,908                䕦㻌㻜㻚㻠
㔜Ἔ 2,290                1,049                2,536                1,423                10.8
䛭の他 23,331              13,426              24,834              18,131              6.4

輸ฟ

輸ධ

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷年
ရ┠

㻞㻜㻝㻤年 対前年比（％）
（数量䝧ース）

㻞㻜㻝㻣年

輸ฟධ合ィ

（༢䠖千䝖ン、൨）

   ２−１−21 我が国のရ┠別海上㈠᫆量及び㈠᫆㢠 
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資料）㈈ົ┬「㈠᫆統ィ」より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

 

ḟに、我が国の海上㈠᫆量に䛴䛔䛶、㈌≀の✀㢮別・ᆅᇦ別のシェアをぢると、⢭ᐦᶵᲔ、㟁気

ᶵჾや㞧㈌がなコンテナ㈌≀に䛴䛔䛶は、輸ฟධともにアジアᆅᇦෆとの㈠᫆が大㒊ศを༨䜑

䛶おり、䛭䜜䛮䜜海上㈠᫆量全体に༨䜑るシェアは、༙ศ௨上（輸ฟ 72％、輸ධ 63％）を༨䜑䛶䛔

る（ᅗ⾲２−１−23）。 

䜎た、㕲㖔▼、▼ⅣやཎἜがである定期船㈌≀は、輸ධがᅽಽ的にከ䛟、中東及び大ὒᕞ

からの輸ධが༙ศ௨上（58％）を༨䜑、輸ฟに䛴䛔䛶は、コンテナ㈌≀と同ᵝ、アジアᇦෆ䜈の輸

ฟが最もከ䛟（71％）༨䜑䛶䛔る（ᅗ⾲２−１−24） 
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   ２−１−22 我が国のᆅᇦ別海上㈠᫆量の᥎⛣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）㈈ົ┬「㈠᫆統ィ」より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料）㈈ົ┬「㈠᫆統ィ」より国ᅵ㏻┬海事ᒁ作成 

イ㸬ᡃࡀ国ၟ⯪㝲ࡿࡼ㍺㏦量✚取比⋡ 

2018 年の我が国商船㝲※１※２による輸送量は、輸ฟධ・三国㛫輸送※３の合ィで 10 ൨ 32 ⓒ䝖

ン（対前年比 3.5％増）となった（ᅗ⾲２−１−25）。 

輸ฟに䛴䛔䛶は、2018 年は 79 ⓒ䝖ンと前年に比䜉 14.5％増ຍし、積取比率（我が国Ⓨ╔の全

海上輸送量に༨䜑る我が国商船㝲による輸送量の合）は、48.7％と前年に比䜉 7.1 䝫イン䝖増ຍ

した（ᅗ⾲２−１−27）。 

輸ධに䛴䛔䛶は、2018 年は 536 ⓒ䝖ンと前年に比䜉 5.0％増ຍし、積取比率は、70.7％と前年

に比䜉 4.2％䝫イン䝖増ຍした（ᅗ⾲２−１−27）。 

三国㛫輸送に䛴䛔䛶は、2018 年は 417 ⓒ䝖ンと前年に比䜉䜋䜌ᶓ䜀䛔であった。 

※１ 我が国商船㝲䠖我が国እ航海運企業が運航する 2,000 ⥲䝖ン௨上のእ航商船⩌を䛔䛖。⮬らがᡤ᭷する日本⡠船のみなら䛪、እ

国企業（⮬らがタ❧したእ国⌧ᆅἲ人を含む。）から用船（チ䝱ー䝍ー）したእ国⡠船も合䜟䛫たᴫᛕ 

※２ ONE（日本郵船、商船三井及び川崎汽船の定期コンテナ船事業統合会社）を含む。 

※３ 三国㛫輸送䠖積ᆅ・ᥭᆅとも日本௨እの国である輸送 
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691,079 千トン 

117,013 千トン 

   ２−１−23 我が国の海上㈠᫆量のᆅᇦ別シェア（コンテナ㈌≀）（2018 年） 

   ２−１−24 我が国の海上㈠᫆量のᆅᇦ別シェア（定期船㈌≀）（2018 年） 
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ਤද

図表２－１－２３ 我が国の海上貿易量の地域別シェア（コンテナ貨物）（2018年）
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図表２－１－２４ 我が国の海上貿易量の地域別シェア（不定期船貨物）（2018
年）
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（注）１．ྛ㡯┠の上ẁの数値は輸送量で、ୗẁの数値は運㈤ධである。 

   ２．コンテナ船は定期船のෆ数である。 

   ３．2018 年の数値はᬻ定値である。 

資料）国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

 

 

 

 

 

日本⡠船 እ国用船 ィ 日本⡠船 እ国用船 ィ 日本⡠船 እ国用船 ィ
233 11,750 11,983 358 13,356 13,714 53.5 13.7 14.4
25 1,592 1,617 74 1,640 1,713 200.6 3.0 6.0
57 9,791 9,849 60 10,898 10,958 4.7 11.3 11.3

22 1,484 1,506 13 1,515 1,528 ▲ 41.3 2.1 1.5
1,340 48,351 49,691 1,619 56,144 57,763 20.8 16.1 16.2
396 3,925 4,321 536 4,311 4,675 35.5 9.8 8.2

63 7,019 7,082 114 7,125 7,240 81.5 1.5 2.2
5 195 200 5 226 231 ▲ 4.4 16.0 15.5

1,636 67,120 68,756 2,091 76,625 78,717 27.8 14.2 14.5
426 5,712 6,137 614 6,176 6,619 44.3 8.1 7.8

2,331 25,440 27,771 448 18,425 18,873 ▲ 80.8 ▲ 27.6 ▲ 32.0
52 1,285 1,337 51 1,246 1,297 ▲ 2.6 ▲ 3.0 ▲ 3.0

1,983 24,807 26,790 245 16,956 17,200 ▲ 87.6 ▲ 31.6 ▲ 35.8
49 1,246 1,295 21 1,201 1,222 ▲ 57.5 ▲ 3.6 ▲ 5.7

73,622 239,924 313,546 75,768 255,663 331,432 2.9 6.6 5.7
839 3,651 4,490 985 5,251 6,236 17.4 43.8 38.9

65,547 103,904 169,451 73,271 112,595 185,866 11.8 8.4 9.7
949 1,554 2,503 1,099 1,793 2,891 15.9 15.4 15.5

141,500 369,268 510,768 149,487 386,684 536,171 5.6 4.7 5.0
1,840 6,490 8,330 2,135 8,289 10,423 16.0 27.7 25.1
3,962 115,937 119,899 2,850 88,844 91,694 ▲ 28.1 ▲ 23.4 ▲ 23.5
304 9,183 9,487 350 8,469 8,819 15.0 ▲ 7.8 ▲ 7.0

3,962 115,547 119,509 2,850 88,313 91,163 ▲ 28.1 ▲ 23.6 ▲ 23.7
304 9,151 9,455 350 8,435 8,785 15.0 ▲ 7.8 ▲ 7.1

32,465 231,495 263,961 40,137 252,103 292,240 23.6 8.9 10.7
616 4,357 4,973 694 4,808 5,502 12.7 10.4 10.6

1,988 31,697 33,685 1,287 32,227 33,514 ▲ 35.3 1.7 ▲ 0.5
28 963 991 17 942 959 ▲ 39.6 ▲ 2.1 ▲ 3.2

38,415    379,129  417,544    44,274    373,175  417,449  15.3 ▲ 1.6 ▲ 0.0
948        14,503    15,451      1,061     14,219    15,280    11.9 ▲ 2.0 ▲ 1.1

6,526 153,127 159,653 3,657 120,625 124,282 ▲ 44.0 ▲ 21.2 ▲ 22.2
381        12,060    12,441      475        11,354    11,829    24.6 ▲ 5.9 ▲ 4.9

6,003 150,145 156,147 3,154 116,167 119,321 ▲ 47.5 ▲ 22.6 ▲ 23.6
376        11,880    12,256      384        11,150    11,534    2.1 ▲ 6.1 ▲ 5.9

107,427 519,770 627,198 117,524 563,910 681,435 9.4 8.5 8.6
1,851     11,933    13,784      2,215     14,369    16,412    19.7 20.4 19.1
67,598 142,619 210,217 74,672 151,948 226,620 10.5 6.5 7.8

982        2,711     3,693        1,120     2,961     4,081     14.1 9.2 10.5
181,551 815,517 997,068 195,853 836,483 1,032,337 7.9 2.6 3.5

3,214     26,705    29,918      3,810     28,683    32,322    18.5 7.4 8.0

䚷䚷䚷
䚷䚷䚷
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（༢䠖千䝖ン、൨、％）

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷年 2017年 2018年 対前年比

   ２−１−25 我が国商船㝲の輸送量及び運㈤ධ 

 

（注）１．世界の海上荷動量は Clarksons「SHIPPING REVIEW DATABASE」より（2018 年の値は᥎ィ値）。 

        ２．2018 年の我が国商船㝲の輸送量の値はᬻ定値である。 
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   ２−１−26 世界の海上荷動きに༨䜑る我が国商船㝲の輸送量の合の᥎⛣ 
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   ２−１−27 日本⡠船・እ国用船別輸送量及び積取比率の᥎⛣ 
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図表２－１－２５ 我が国商船隊の輸送量及び運賃収入

日本籍船 外国用船 計 日本籍船 外国用船 計 日本籍船 外国用船 計
233 11,603 11,836 358 13,356 13,714 53.5 15.1 15.9
25 1,587 1,612 74 1,640 1,713 196.0 3.3 6.3
57 9,645 9,702 60 10,898 10,958 4.7 13.0 12.9
22 1,478 1,500 13 1,515 1,528 ▲ 41.3 2.5 1.9

1,340 48,497 49,837 1,619 56,144 57,763 20.8 15.8 15.9
396 3,930 4,326 536 4,311 4,675 35.5 9.7 8.1
63 7,019 7,082 114 7,125 7,240 81.5 1.5 2.2
5 195 200 5 226 231 ▲ 4.4 16.0 15.5

1,636 67,120 68,756 2,091 76,625 78,717 27.8 14.2 14.5
426 5,712 6,137 614 6,176 6,619 44.3 8.1 7.8
776 22,561 23,337 448 18,425 18,873 ▲ 42.3 ▲ 18.3 ▲ 19.1
33 1,232 1,265 51 1,246 1,297 54.5 1.1 2.5

429 21,861 22,290 245 16,956 17,200 ▲ 42.9 ▲ 22.4 ▲ 22.8
31 1,192 1,223 21 1,201 1,222 ▲ 32.3 0.8 ▲ 0.1

75,178 242,672 317,850 75,768 255,663 331,432 0.8 5.4 4.3
858 3,704 4,562 985 5,251 6,236 14.8 41.8 36.7

65,547 104,035 169,582 73,271 112,595 185,866 11.8 8.2 9.6
949 1,555 2,504 1,099 1,793 2,891 15.9 15.3 15.5

141,500 369,268 510,768 149,487 386,684 536,171 5.6 4.7 5.0
1,840 6,490 8,330 2,135 8,289 10,423 16.0 27.7 25.1
3,372 111,046 114,418 2,850 88,844 91,694 ▲ 15.5 ▲ 20.0 ▲ 19.9

293 9,124 9,417 350 8,469 8,819 19.5 ▲ 7.2 ▲ 6.4
3,372 110,656 114,028 2,850 88,313 91,163 ▲ 15.5 ▲ 20.2 ▲ 20.1

293 9,092 9,385 350 8,435 8,785 19.5 ▲ 7.2 ▲ 6.4
33,055 236,041 269,096 40,137 252,103 292,240 21.4 6.8 8.6

627 4,412 5,039 694 4,808 5,502 10.7 9.0 9.2
1,988 32,041 34,029 1,287 32,227 33,514 ▲ 35.3 0.6 ▲ 1.5

28 966 994 17 942 959 ▲ 39.6 ▲ 2.5 ▲ 3.5
38,415 379,129 417,544 44,274 373,175 417,449 15.3 ▲ 1.6 ▲ 0.0

948 14,503 15,451 1,061 14,219 15,280 11.9 ▲ 2.0 ▲ 1.1
4,381 145,210 149,591 3,657 120,625 124,282 ▲ 16.5 ▲ 16.9 ▲ 16.9

351 11,943 12,294 475 11,354 11,829 35.3 ▲ 4.9 ▲ 3.8
3,858 142,162 146,020 3,154 116,167 119,321 ▲ 18.3 ▲ 18.3 ▲ 18.3

346 11,762 12,108 384 11,150 11,534 10.9 ▲ 5.2 ▲ 4.7
109,573 527,210 636,783 117,524 563,910 681,435 7.3 7.0 7.0

1,881 12,046 13,927 2,215 14,369 16,412 17.8 19.3 17.8
67,598 143,095 210,693 74,672 151,948 226,620 10.5 6.2 7.6

982 2,716 3,698 1,120 2,961 4,081 14.1 9.0 10.4
181,551 815,517 997,068 195,853 836,483 1,032,337 7.9 2.6 3.5

3,214 26,705 29,918 3,810 28,683 32,322 18.5 7.4 8.0

（単位：千トン、億円、％）
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（注）2018 年の値はᬻ定値、他は䛔䛪䜜も☜定値である。 

資料）国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

 

 量⭡⯪ࡢ国ၟ⯪㝲ࡀ㸬ᡃ࢘

2018 年の我が国商船㝲の船⭡量は、2,496 㞘（対前年比 38 㞘増）、㔜量䝖ン䝧ースで１൨ 8,025

䝖ン（対前年比 4.0％増）となった。 

我が国商船㝲の䛖ち日本⡠船は 261 㞘（対前年比 24 㞘増）、㔜量䝖ン䝧ースで 3,370 䝖ン（対

前年比 6.3％増）であり、我が国商船㝲に༨䜑る合は、㞘数䝧ースで 10.5％、㔜量䝖ン䝧ースで

18.7％となっ䛶䛔る。 

䜎た、እ国用船に䛴䛔䛶は 2,235 㞘（対前年比 14 㞘増）、㔜量䝖ン䝧ースで 1 ൨ 4,655 䝖ン（対

前年比 3.5％増）となっ䛶䛔る（ᅗ⾲２−１−28）。 

我が国商船㝲の船⡠国別のෆヂは、䝟ナ䝬⡠が 1,433 㞘（我が国商船㝲全体に༨䜑るシェア

57.4％）、⥲䝖ン数䝧ースで 6,459 ⥲䝖ン（同 51.9％）となっ䛶おり、䛔䜟䜖る౽ᐅ⨨⡠船が大㒊ศ

を༨䜑䛶䛔る（ᅗ⾲２−１−29）。 

船✀別では、⥲䝖ン䝧ースでከ䛔㡰にぢ䛶䛔䛟と、䜀ら積船 909 㞘（我が国商船㝲全体に༨䜑る

シェア 36.4％）、5,076 ⥲䝖ン（同 40.8％）、⮬動㌴ᑓ用船 352 㞘（同 14.1％）、1,851 ⥲䝖ン（同

14.9％）、フルコンテナ船 252 㞘（同 10.1％）、1,720 ⥲䝖ン（同 13.8％）、Ἔ送船 142 㞘（同 5.7％）、

1,440 ⥲䝖ン（同 11.6％）となっ䛶䛔る（ᅗ⾲２−１−30）。 
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（注）2018 年䠒月ᮎ日⌧ᅾ 

資料）国ᅵ㏻┬海事ᒁ 
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   ２−１−28 日本商船㝲のᵓ成のኚ 

   ２−１−29 我が国商船㝲の船⡠国別一ぴ 
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       資料）国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

ճ ᡃࡀ国እ⯟海㐠ᴗࡢ⌧ἣ 

ア㸬2018年ᗘࡢ海㐠大ᡭ㸱♫ͤࡢ⤒Ⴀ≧ἣ 

ϸ㸬 ᴫἣ 

2018 年のእ航海運は、ᘬき⥆䛟⇞料Ἔ౯᱁の上昇と䛔った䝬イナスせᅉはあったが、ዲ調な米

国⤒῭や中国の⤒῭成長等による世界⤒῭の拡大を背景に、全体的には堅調な荷動きや、前年

を上ᅇる海運ᕷἣな䛹、取りᕳ䛟事業環境に改善がぢら䜜た。 

このよ䛖な背景の中、同年ᗘの海運大ᡭ３社の業⦼（༢体䝧ース。௨ୗ同䛨。）は、営業┈は 2

 496 ൨、他方、営業費用は 2  946 ൨となった。 

この⤖ᯝ、2018 年ᗘの営業ᦆ┈は、450 ൨の㉥Ꮠ、⤒ᖖ┈は 417 ൨の㯮Ꮠとなった（ᅗ

⾲２−１−31）。 

なお、３社のコンテナ船㒊㛛を ONE 社に⛣⾜したことにより、営業┈及び営業費用は大幅に減

少し䛶䛔る。 

 

※海運大ᡭ３社䠖日本郵船䞞、䞞商船三井及び川崎汽船䞞の３社で、我が国のእ航船⯧運航事業⪅における全እ航海運業ධの大

㒊ศを༨䜑るせ海運企業である。 

   ２−１−30 我が国商船㝲の船✀別一ぴ 

 

 

 

（注）➃数ฎ⌮のた䜑、ᮎᑿの数Ꮠがあ䜟な䛔ሙ合がある。 

資料）海運大ᡭ３社のỴ⟬資料より作成 

 

Ϲ㸬࡞㒊門┈ 

（a）定期船・⮬動㌴ᑓ用船㒊㛛 

定期船㒊㛛に䛴䛔䛶は、㕲㖔▼や▼Ⅳ、✐≀等のせ㈌≀の堅調な荷動きの中、米中㈠᫆

ᦶ᧿や資※౪⤥国における大規ᶍな事ᨾ等の影響もあり、ᕷἣは㌾し䛶䛔るものの、年ᗘよ

りも高䛔Ỉ‽で᥎⛣した。䜎た、⮬動㌴ᑓ用船㒊㛛は、一㒊ᆅᇦでの㈍減少や国ෆにおける⮬

↛⅏ᐖによる一時的なฟ荷減少等はあったものの、欧米向けの輸送㟂せは堅調に᥎⛣し、営業

┈は１ 2,828 ൨（対前年ᗘ比 6.6％増）となった。 

 

（b）Ἔ送船㒊㛛 

ሙの荷動き量がάⓎしたこと等からᕷἣは前年ᗘのỈ‽を上ᅇり、営業┈は 813 ൨

（対前年ᗘ比 1.0％増）となった。 

 

 

（注）１．➃数ฎ⌮のた䜑、ᮎᑿの数Ꮠがあ䜟な䛔ሙ合がある。 

2．定期船㒊㛛の大幅減は３社の定期船㒊㛛を ONE 社に統合したことによるもの。 

資料）海運大ᡭ３社のỴ⟬資料より作成 

 

 

㻔༢䠖൨㻕

㔠㢠
対前年ᗘ
増減率㻔㻑㻕

ᵓ成比㻔㻑㻕 㔠㢠
対前年ᗘ増

減率㻔㻑㻕
ᵓ成比㻔㻑㻕

定期船 13,202 16.1 40.9 484 䕦㻌㻥㻢㻚㻟 2.4

定期・ᑓ用船 12,029 15.1 37.3 12,828 6.6 62.7

Ἔ送船 804 10.3 2.5 813 1.0 4.0

ィ 26,037 15.4 80.7 14,125 䕦㻌㻠㻡㻚㻤 69.1

5,287 16.3 16.4 4,880 䕦㻌㻣㻚㻣 23.9

935 13.7 2.9 1,447 54.7 7.0

32,259 15.5 100.0 20,451 䕦㻌㻟㻢㻚㻢 100.0

㻞㻜㻝㻤年ᗘ㻞㻜㻝㻣年ᗘ

㈤料

䛭の他

合䚷ィ

㒊
㛛
別
運
㈤

༊ศ

   ２−１−31 海運大ᡭ３社のᦆ┈の᥎⛣ 

㻔༢䠖൨㻕

対前年
ᗘ増減
率㻔㻑㻕

対前年
ᗘ増減
率㻔㻑㻕

対前年ᗘ
増減率

(%)

対前年ᗘ
増減率

(%)

対前年ᗘ
増減率㻔㻑㻕

2017 32,310 15.4 32,570 10.8 䕦㻌㻞㻢㻜 - 884 - 231 -

2018 20,496 䕦㻌㻟㻢㻚㻢 20,946 䕦㻌㻟㻡㻚㻣 䕦㻌㻠㻡㻜 - 417 - 595 -

税ᘬ後
ᙜ期┈

⤒䚷ᖖ
ᦆ䚷┈

営䚷業
ᦆ䚷┈

年ᗘ

営䚷業
䚷┈

営䚷業
費䚷用

   ２−１−32 海運大ᡭ３社の㒊㛛別営業┈᥎⛣ 

 

 

 

（注）➃数ฎ⌮のた䜑、ᮎᑿの数Ꮠがあ䜟な䛔ሙ合がある。 

資料）海運大ᡭ３社のỴ⟬資料より作成 
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（a）定期船・⮬動㌴ᑓ用船㒊㛛 

定期船㒊㛛に䛴䛔䛶は、㕲㖔▼や▼Ⅳ、✐≀等のせ㈌≀の堅調な荷動きの中、米中㈠᫆
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↛⅏ᐖによる一時的なฟ荷減少等はあったものの、欧米向けの輸送㟂せは堅調に᥎⛣し、営業

┈は１ 2,828 ൨（対前年ᗘ比 6.6％増）となった。 

 

（b）Ἔ送船㒊㛛 

ሙの荷動き量がάⓎしたこと等からᕷἣは前年ᗘのỈ‽を上ᅇり、営業┈は 813 ൨

（対前年ᗘ比 1.0％増）となった。 

 

 

（注）１．➃数ฎ⌮のた䜑、ᮎᑿの数Ꮠがあ䜟な䛔ሙ合がある。 

2．定期船㒊㛛の大幅減は３社の定期船㒊㛛を ONE 社に統合したことによるもの。 

資料）海運大ᡭ３社のỴ⟬資料より作成 
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   ２−１−32 海運大ᡭ３社の㒊㛛別営業┈᥎⛣ 

 

ਤද ਤද

ਤද

図表２－１－３１ 海運大手３社の損益の推移

(単位：億円)

対前年度
増減率(%)

対前年度
増減率(%)

対前年度
増減率(%)

対前年度
増減率(%)

対前年度
増減率(%)

2017 32,310 15.4 32,570 10.8 ▲ 260 - 884 - 231 -

2018 20,496 ▲ 36.6 20,946 ▲ 35.7 ▲ 450 - 292 - ▲ 586 -

年度

営　業
収　益
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営　業
損　益

経　常
損　益

税引後
当期利益

海
上
輸
送
分
野

第

章
1

海
上
輸
送
分
野

第

章
1

第
�
部

第
�
部

87 海事レポート 2019 　88



 

㸰㸬እ⯟海㐠ࡿࡅ࠾࡞取ࡳ⤌ࡾ 

ձ マラッカ࣭シンガポール海ᓙࡢᏳ☜ಖ 

䝬ラ䝑䜹・シン䜺䝫ール海ᓙ（௨ୗ「䝬・シ海ᓙ」と䛔䛖。）は、世界᭷数の船⯧㏻が㍽㍵する海

ᇦであり、同䛨䛟海上㏻のせ⾪であるス䜶䝈運Ἑの⣙䠓ಸ、䝟ナ䝬運Ἑの⣙䠕ಸにあたる⣙

127,000 㞘の船⯧が㏻航し䛶䛔る。一方、⊃㝼なᆅᙧ、ὸ℩やᒾ♋の䜋かỿ船等がⅬᅾし䛶䛔るこ

とから、ἢᓊ国(イン䝗䝛シア、䝬䝺ーシア、シン䜺䝫ール）やせな海運国のみなら䛪、輸ධཎἜの

⣙䠔௨上が㏻航する我が国にとっ䛶も同海ᓙにおける航⾜Ᏻ全の☜ಖは㔜せである。 

 

このた䜑、䝬・シ海ᓙの航⾜Ᏻ全の☜ಖに䛴䛔䛶ἢᓊ国・用国の༠ຊは㔜せであり、我が国は、

䛔ち᪩䛟、用国とし䛶၏一、ⅉྎやⅉᾋᶆな䛹の航⾜ຓタのᩚഛ・⥔ᣢ⟶⌮な䛹のᨭを⾜

っ䛶きた。 

このよ䛖な中、2001 年䠕月の米国同時ከⓎテロ௨㝆、同海ᓙの航⾜Ᏻ全・䝉キ䝳䝸テ䜱・環境ಖ全

のᚲせᛶがᙉ䛟ㄆ㆑䛥䜜る中で、国㝿海事ᶵ㛵(IMO)を中ᚰに㆟ㄽが本᱁し、2007 年䠕月のシン

䜺䝫ール会㆟にお䛔䛶「༠ຊ䝯䜹䝙䝈䝮」がタ䛥䜜た。「༠ຊ䝯䜹䝙䝈䝮」は、国㐃海ὒἲ᮲⣙➨

43 ᮲の⢭⚄にᇶ䛵き、世界でึ䜑䛶国㝿海ᓙにおけるἢᓊ国と用国の༠ຊのあり方をල⌧し

たもので、༠ຊフ䜷ーラ䝮※１、䝥ロジェ䜽䝖調ᩚጤဨ会※２、航⾜ຓタᇶ㔠ጤဨ会※３の３ጤဨ会

でᵓ成䛥䜜䛶䛔る。 

我が国は、「༠ຊ䝯䜹䝙䝈䝮」にᇶ䛵䛟航⾜ຓタᇶ㔠に対し䛶、ᇶ㔠タ௨㝆、බ┈㈈ᅋἲ

人日本㈈ᅋから 730 䝗ル、බ┈㈈ᅋἲ人䝬ラ䝑䜹海ᓙ༠㆟会を㏻䛨䛶一⯡社ᅋἲ人日本船༠

会及び荷⣔等のẸ㛫ᅋ体から 320 䝗ルをᣐฟする一方、ᨻᗓとし䛶も航⾜ຓタのಟ⌮・

௦᭰のた䜑の事前調ᰝ等䜈の⥅⥆的なᨭを㏻䛨、航⾜ຓタのᩚഛ・⥔ᣢ⟶⌮に対するᨭ

を⾜っ䛶き䛶䛔るとこ䜝である。 

我が国と中東･欧州等を結ぶ海上輸送路

ȞȩȃǫȷǷȳǬȝȸȫ海

 

㸰㸬እ⯟海㐠ࡿࡅ࠾࡞取ࡳ⤌ࡾ 

ձ マラッカ࣭シンガポール海ᓙࡢᏳ☜ಖ 

䝬ラ䝑䜹・シン䜺䝫ール海ᓙ（௨ୗ「䝬・シ海ᓙ」と䛔䛖。）は、世界᭷数の船⯧㏻が㍽㍵する海

ᇦであり、同䛨䛟海上㏻のせ⾪であるス䜶䝈運Ἑの⣙䠓ಸ、䝟ナ䝬運Ἑの⣙䠕ಸにあたる⣙

127,000 㞘の船⯧が㏻航し䛶䛔る。一方、⊃㝼なᆅᙧ、ὸ℩やᒾ♋の䜋かỿ船等がⅬᅾし䛶䛔るこ

とから、ἢᓊ国(イン䝗䝛シア、䝬䝺ーシア、シン䜺䝫ール）やせな海運国のみなら䛪、輸ධཎἜの

⣙䠔௨上が㏻航する我が国にとっ䛶も同海ᓙにおける航⾜Ᏻ全の☜ಖは㔜せである。 

 

このた䜑、䝬・シ海ᓙの航⾜Ᏻ全の☜ಖに䛴䛔䛶ἢᓊ国・用国の༠ຊは㔜せであり、我が国は、

䛔ち᪩䛟、用国とし䛶၏一、ⅉྎやⅉᾋᶆな䛹の航⾜ຓタのᩚഛ・⥔ᣢ⟶⌮な䛹のᨭを⾜

っ䛶きた。 

このよ䛖な中、2001 年䠕月の米国同時ከⓎテロ௨㝆、同海ᓙの航⾜Ᏻ全・䝉キ䝳䝸テ䜱・環境ಖ全

のᚲせᛶがᙉ䛟ㄆ㆑䛥䜜る中で、国㝿海事ᶵ㛵(IMO)を中ᚰに㆟ㄽが本᱁し、2007 年䠕月のシン

䜺䝫ール会㆟にお䛔䛶「༠ຊ䝯䜹䝙䝈䝮」がタ䛥䜜た。「༠ຊ䝯䜹䝙䝈䝮」は、国㐃海ὒἲ᮲⣙➨

43 ᮲の⢭⚄にᇶ䛵き、世界でึ䜑䛶国㝿海ᓙにおけるἢᓊ国と用国の༠ຊのあり方をල⌧し

たもので、༠ຊフ䜷ーラ䝮※１、䝥ロジェ䜽䝖調ᩚጤဨ会※２、航⾜ຓタᇶ㔠ጤဨ会※３の３ጤဨ会

でᵓ成䛥䜜䛶䛔る。 

我が国は、「༠ຊ䝯䜹䝙䝈䝮」にᇶ䛵䛟航⾜ຓタᇶ㔠に対し䛶、ᇶ㔠タ௨㝆、බ┈㈈ᅋἲ

人日本㈈ᅋから 730 䝗ル、බ┈㈈ᅋἲ人䝬ラ䝑䜹海ᓙ༠㆟会を㏻䛨䛶一⯡社ᅋἲ人日本船༠

会及び荷⣔等のẸ㛫ᅋ体から 320 䝗ルをᣐฟする一方、ᨻᗓとし䛶も航⾜ຓタのಟ⌮・

௦᭰のた䜑の事前調ᰝ等䜈の⥅⥆的なᨭを㏻䛨、航⾜ຓタのᩚഛ・⥔ᣢ⟶⌮に対するᨭ

を⾜っ䛶き䛶䛔るとこ䜝である。 

我が国と中東･欧州等を結ぶ海上輸送路

ȞȩȃǫȷǷȳǬȝȸȫ海

 

Ϻ㸬Ⅽ᭰ኚືࡢᙳ㡪 

 2018 年ᗘの海運大ᡭ３社の営業┈及び営業費用に༨䜑る䝗ルᘓ䛶㔠㢠の比率は、前年ᗘより

ඹに減少し、䝗ルᘓ䛶比率の㞳幅は 13.2％となった。（ᅗ⾲２−１−33）。 

 䜎た、同年ᗘにおけるⅭ᭰ኚ動の影響㢠は、海運大ᡭ３社のᐇ⦼ᖹᆒⅭ᭰䝺ー䝖が 110.66 と

前年ᗘより 0.49 の高となったことから、３社全体では、10 ൨のⅭ᭰ᕪᦆによる㉥Ꮠとなった

（ᅗ⾲２−１−34）。 

 

 

資料）海運大ᡭ３社のỴ⟬資料より作成 

 

 

（注）１．３社のᐇ⦼ᖹᆒⅭ᭰䝺ー䝖は、2017 年ᗘ１䝗ル䠙111.15  2018 年ᗘ１䝗ル䠙110.66  

２．Ⅽ᭰ኚ動による影響㢠は、ᐇ⦼㢠の䛖ち䝗ルᘓ䛶┈・費用に䛴䛔䛶ヨ⟬した㢠である。 

資料）海運大ᡭ３社のỴ⟬資料より作成 

イ㸬2019年ᗘࡢ海㐠大ᡭ㸱♫ࡢᴗ⦼ぢ㏻ࡋ 

米中㈠᫆ᦶ᧿やⱥ国の EU 㞳⬺ၥ㢟な䛹世界⤒῭の㏱᫂ឤは増し䛶䛔るものの、定期船

㒊㛛やἜ送船㒊㛛にお䛔䛶海上荷動き量の増ຍがぢ込䜎䜜るとともに、新たな環境規制⾜にక

䛖ゎ᧔船の増ຍにより船⭡㟂⤥䝞ランスの改善ຠᯝも期ᚅ䛥䜜ることから、ONE 社の積高・消席率

のᅇ等による㯮Ꮠ㌿もぢ込み、2018 年ᗘに比し䛶増┈をぢ込䜣で䛔る。 

 

 

 

 

（༢䠖％）

༊ศ 㻞㻜㻝㻢年ᗘ 㻞㻜㻝㻣年ᗘ 㻞㻜㻝㻤年ᗘ

営業┈ 86.2 86.8 85.4

営業費用 72.8 75.1 72.2

㞳幅 13.4 11.7 13.2

ᐇ⦼㢠
Ⅽ᭰ኚ動

による影響㢠

１䝗ルᙜたり
１ኚ動に
よる影響㢠

ᐇ⦼㢠
Ⅽ᭰ኚ動

による影響㢠

１䝗ルᙜたり
１ኚ動に
よる影響㢠

営業┈ 32,310 619 252 20,496 䕦㻌㻣㻤 158

営業費用 32,570 540 220 20,946 䕦㻌㻢㻣 136

営業ᦆ┈ 䕦㻌㻞㻢㻜 79 32 䕦㻌㻠㻡㻜 䕦㻌㻝㻜 21

（༢䠖൨）

༊ศ

㻞㻜㻝㻣年ᗘ 㻞㻜㻝㻤年ᗘ

   ２−１−33 営業┈、営業費用に༨䜑る䝗ルᘓ䛶㔠㢠の合の᥎⛣ 

 

   ２−１−34 対䝗ルⅭ᭰ኚ動の営業ᦆ┈に䛘る影響 

ਤද

ਤද

海
上
輸
送
分
野

第

章
1

海
上
輸
送
分
野

第

章
1

第
�
部

第
�
部

89 海事レポート 2019 　90



 

マラッカ・シンガポールマラッカ・シンガポール海峡協力メカニズム

協力メカニズムの概要

（１）協力フォーラム（年1回開催）
沿岸国、利用国等の協力促進のための対話・意見交換

（２）プロジェクト調整委員会（年1回開催）
沿岸国提案のプロジェクトに関する進捗状況の報告・今後の調整
＊日本は「既存の航行援助施設の維持更新」プロジェクトを支援

（３）航行援助施設基金委員会（年2回開催）
「既存の航行援助施設の維持更新」を行うための基金に関する事業計画
・予算決定

航行援助施設基金への支援

○マラッカ海峡協議会
・日本船主協会
・石油連盟
・日本損害保険協会
・電気事業連合会
・日本ガス協会 等

○日本財団
●韓国
●UAE
●サウジアラビア
●中国
●インド
●国際航行援助施設基金【IFAN】（旧：MENAS）
●ＩＭＯ（䜼䝸シ䝱、䝜ル䜴ェー、䝗イ䝒、EC 、中国）

䕿 2007年に国㐃海ὒἲ᮲⣙に規定䛥䜜た国㝿海ᓙにおけるἢᓊ国と用国の༠ຊの
ᯟ⤌みを世界でึ䜑䛶ල体した「༠ຊ䝯䜹䝙䝈䝮」を日本の䝸ー䝎ーシ䝑䝥によりタ。

2018 年䠑月に䝬䝺ーシアで開ദ䛥䜜た➨ 20 ᅇ航⾜ຓタᇶ㔠ጤဨ会にお䛔䛶、我が国より、

上㏙の事前調ᰝ及び「航⾜ຓタ⥔ᣢ⟶⌮に㛵䜟る人ᮦ⫱成䝉䝭ナー」（キ䝱䝟シテ䜱ービル䝕

䜱ングア䝗䝞ンス事業）（2017 年ᗘ）に䛴䛔䛶報࿌を⾜った。ἢᓊ国からはこ䜜らの༠ຊを高䛟ホ౯

するとともにㅰ㎡が㏙䜉ら䜜るな䛹、我が国における䝬・シ海ᓙに㛵する༠ຊは、䝬・シ海ᓙのᏳ全

☜ಖに一定の㈉⊩をし䛶䛔るとこ䜝である。 

䜎た、⌧ᅾの海ᅗがᩚഛ䛥䜜䛶から⣙ 20 年㏆䛟⤒過し䛶おり、」㞧な₻ὶによる海ᗏᆅᙧのኚ

でὸ℩等の༴㝤⟠ᡤが⌧䜜䛶䛔ることから、同海ᓙのඹ同Ỉ路 量を日本の༠ຊをᚓ䛶ᐇ

することが2014年9月に䝬䝺ーシアで開ദ䛥䜜たἢᓊ３国ᢏ⾡ᑓ㛛ᐙ会㆟にお䛔䛶Ỵ定䛥䜜た。

䜎た、2016 年䠓月に日 ASEAN 統合ᇶ㔠（JAIF）事業とし䛶ᙜヱ 量調ᰝ事業がᢎㄆ䛥䜜たた䜑、

後 2018 年から 2020 年にかけ䛶 量調ᰝをᐇし、新たな㟁Ꮚ海ᅗを作成することとし䛶䛔る。 

※１ ἢᓊ国と用国㛫の༠ຊಁ㐍の༠㆟のሙ 

※２ ἢᓊ国ᥦ䝥ロジェ䜽䝖をᨭする用国等とἢᓊ国のᐇ調ᩚのሙ 

※３ 航⾜ຓタ⥔ᣢ⟶⌮・更新のた䜑のᇶ㔠に䛴䛔䛶運営調ᩚするሙ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料）国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

 

ղ 海㐠⮬⏤ࡿࡄࡵࢆ国㝿ⓗືྥ 

ア㸬海㐠⮬⏤΅ 

我が国は、海運ᕷሙにお䛔䛶⮬⏤でබᖹな➇த環境を⥔ᣢす䜉きと䛔䛖「海運⮬⏤のཎ๎」にᇶ

䛵き、⮬⏤な➇த環境のᐇ⌧のた䜑ከ国㛫・国㛫の⮬⏤΅を⾜っ䛶䛔る。 

 

 

   ２−１−35 䝬ラ䝑䜹・シン䜺䝫ール海ᓙ༠ຊ䝯䜹䝙䝈䝮 

 

 

ϸ㸬ୡ⏺㈠᫆ᶵ㛵（WTO） 

1995年、WTOのⓎ㊊にక䛔サービス㈠᫆に㛵するึ䜑䛶のከ数国㛫༠定である WTOサービス㈠

᫆༠定（GATS）がⓎຠした。しかし、海運サービスに䛴䛔䛶は海運せ国㛫にお䛔䛶⮬⏤に対す

る⥲ពのᙧ成がᅗ䜜なかったことな䛹から、GATS のᯟእに⨨か䜜ることとなり、ᮍ䛰国㝿ルール

がᏑᅾしな䛔≧ἣにある。 

䛭の後、GATS Ⓨຠから時㛫が⤒ち、時௦に༶した国㝿ルールのᚲせᛶが高䜎る中、2012 年௨

㝆、WTO にຍ┕する᭷ᚿ国・ᆅᇦにより、海運を含むサービス㈠᫆に㛵する新たな༠定（TiSA䠖

Trade in Services Agreement）※の΅が⾜䜟䜜䛶きた。我が国も海運サービス᥎㐍国の１䛴とし䛶

䛭の㆟ㄽを≌ᘬし䛶きたが、2016 年ᮎ௨㝆は米国の消ᴟ的ጼໃにより全体の㆟ㄽがṆし䛶䛔る。

我が国は、እ航海運のほⅬからは TiSA ΅の᪩期開がᚲせと⪃䛘䛶おり、㛵ಀ国にാきかけ

を⾜っ䛶䛔る。 

※ TiSA のཧຍ国・ᆅᇦ（ィ 23 か国・ᆅᇦ） 

日本、ᕞ、䜹ナ䝎、チ䝸、ྎ湾、コロンビア、コス䝍䝸䜹、EU、㤶港、アイスラン䝗、イスラ䜶ル、䝸䝠テンシ䝳䝍イン、 

䝙䝳ージーラン䝗、䝜ル䜴ェー、䝰ー䝸シ䝱ス、䝯キシコ、䝟キス䝍ン、䝟ナ䝬、䝨ルー、㡑国、スイス、䝖ルコ及び米国 

Ϲ㸬⤒῭連ᦠ༠ᐃ（EPA）/⮬⏤㈠᫆༠ᐃ（FTA） 

我が国は WTO によるከゅ的な⮬⏤㈠᫆体制を⿵する取⤌みとし䛶、EPA/FTA ΅を᥎㐍し

䛶おり、⮬⏤でබṇなᕷሙを、アジアኴᖹὒᆅᇦをは䛨䜑、世界にᗈ䛢䛶䛔䛟た䜑、積ᴟ的に΅

を㐍䜑䛶䛔る。 

こ䜜䜎でに、15 の国・ᆅᇦ（シン䜺䝫ール、䝯キシコ、䝬䝺ーシア、チ䝸、䝍イ、イン䝗䝛シア、䝤ル䝛

イ、ASEAN、フ䜱䝸䝢ン、スイス、䝧䝖ナ䝮、イン䝗、䝨ルー、ᕞ及び䝰ン䝂ル）との㛫で༠定がⓎຠ

し䛶䛔る䜋か、2018 年 12 月には環ኴᖹὒ䝟ー䝖ナーシ䝑䝥に㛵するໟᣓ的及びඛ㐍的な༠定

（TPP11）がⓎຠし、2019 年 2 月には日・EU との༠定がⓎຠしたとこ䜝である。 

⌧ᅾ、我が国は、日・䜹ナ䝎 EPA、日・コロンビア EPA、日中㡑 FTA、東アジアᆅᇦໟᣓ的⤒῭㐃

ᦠ（RCEP）、日・䝖ルコ EPA 等の΅を⾜っ䛶おり、海運ศ㔝にお䛔䛶は、እ資規制や⮬国⡠船䜈

の㈌≀␃ಖ等規制の᧔ᗫ・⦆を┠指し䛶䛔る。 

イ㸬アジアኴᖹὒ⤒῭༠ຊ（APEC） 

APEC は、ᴟ䜑䛶ከᵝなᵝ┦を࿊するアジアኴᖹὒᆅᇦにお䛔䛶⤒῭・社会のඹ㏻┈の拡大

とⓎᒎを┠指すᆅᇦ༠ຊのᯟ⤌みであり、⌧ᅾは 21 の国とᆅᇦがཧຍし、㏻を含む」数の䝽ー

キンググルー䝥（作業㒊会）がタけら䜜䛶䛔る。海事ศ㔝は日本を㆟長とした「港湾・海事ᑓ㛛ᐙ会

合」にお䛔䛶、海運ศ㔝における「䝪䝂ール┠ᶆ」※のᐇ⌧に向けた取⤌みとともに、海上≀ὶのຠ

率、環境ಖㆤ・┬䜶䝛、船ဨ⫱成を含䜑た海上Ᏻ全な䛹海事ศ㔝全⯡を取り扱っ䛶䛔る。 

2018 年 10 月に、➨ 46 ᅇ㏻䝽ーキンググルー䝥港湾・海事ᑓ㛛ᐙ会合が䝨ルー・䝸䝬に䛶開

ദ䛥䜜た。➨ 46ᅇ会合では、䐟APEC海運ᨻ⟇◊ಟ、䐠༴㝤≀の海上輸送における事ᨾ㜵Ṇのた

䜑のキ䝱䝟シテ䜱ビル䝕䜱ングの䝉䝭ナー・䝽ー䜽シ䝵䝑䝥、䐡船ဨの⬟ຊᵓ⠏に㛵する国㝿䝉䝭ナー

等に䛴䛔䛶報ඹ᭷がᅗら䜜た。䜎た、2019 年 4 月に➨ 47 ᅇ㏻䝽ーキンググルー䝥港湾・海事
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ᑓ㛛ᐙ会合が䜹ナ䝎・䝞ン䜽ー䝞ーに䛶開ദ䛥䜜、我が国から、2018 年 11 月に東ிで開ദした䐠

の䝉䝭ナーに䛴䛔䛶ᐇ報࿌を⾜った。 

※ 䝪䝂ール┠ᶆ䠖「ඛ㐍国は㐜䛟とも 2010 年䜎でに、㏵上国は㐜䛟とも 2020 年䜎でに⮬⏤で開か䜜た㈠᫆及びᢞ資と䛔䛖┠ᶆを

㐩成する」と䛔䛖もので、1994 年 11 月にイン䝗䝛シアの䝪䝂ールᐑẊでの APEC 㤳⬻会合で᥇ᢥ䛥䜜た。 

㸬海㐠ඛ㐍࢘ 18ࣨ国ᙜᒁ㛫㆟（CSG ㆟） 

CSG（Consultative Shipping Group）会㆟※は、海運⮬⏤のཎ๎を┠的とした⤒῭༠ຊ開Ⓨᶵᵓ

（OECD）ඹ㏻海運ཎ๎を㑂Ᏺし䛶䛔る国䚻のᨻ⟇対ヰのた䜑のグルー䝥とし䛶、1962 年にⓎ㊊䛥

䜜た海運せ国㛫の会㆟体である。 

Ⓨ㊊ᙜ時より、に米国の海運ᨻ⟇における規制ၥ㢟にዴఱに対ฎするかを᳨ウするとともに、

ᚲせにᛂ䛨、≉定国の国㝿海運に㛵する規制ᨻ⟇に㛵する⏦しධ䜜や対ヰを㏻䛨䛶、⮬⏤でබṇ

な➇த᮲௳の☜❧に向けた取⤌みを⾜っ䛶き䛶䛔る。䜎た、２年に一ᗘ、米国運輸┬海事ᒁと CSG

ཧຍ国との㛫でのᨻ⟇対ヰ（US-CSG 会㆟）を開ദし䛶䛔る。 

2018 年 10 月には、䜹ナ䝎・䝰ン䝖䝸䜸ールで海運ඛ㐍国ᙜᒁ㛫会㆟が開ദ䛥䜜、海運会社がබ

ṇな➇த᮲௳のୗで⮬⏤にά動できる環境を☜ಖするた䜑、我が国は、一㒊の国䚻でಖㆤ⩏的

な海事ᨻ⟇がᗈ䜎っ䛶䛔ることに䛴きᠱᛕを⾲᫂し、同会㆟䝯ン䝞ーで㐃ᦠし䛶後䛥らなるാきか

けを⾜䛖ことを☜ㄆした。 

※ CSG 䝯ン䝞ー国䠖௨ୗの 18 䞄国の海運ᙜᒁ及び EU 

䝕ン䝬ー䜽（㆟長、事ົᒁ）、日本、䝧ル䜼ー、䜹ナ䝎、フ䜱ンラン䝗、フランス、䝗イ䝒、䜼䝸シ䝱、イ䝍䝸ア、㡑国、䜸ラン䝎、 

䝜ル䜴ェー、䝫ーラン䝗、䝫ル䝖䜺ル、シン䜺䝫ール、ス䝨イン、ス䜴ェー䝕ン、ⱥ国及び EU 

 

 እ⯟᪑ᐈᐃᮇ⯟㊰࣭ࢬクルー 

㸯㸬クルーࢬ 

ձ ᡃࡀ国ࢆ取ࡾᕳࡃୡ⏺ྛ国ࡢクルーࢬ≧ἣ 

ア.ᡃࡀ国ࢆ取ࡾᕳࡃୡ⏺ྛ国ࡢクルーࢬ≧ἣ 

2018 年の世界の䜽ルー䝈人ཱྀ（᥎ィ値）は、1990 年の⣙ 6.2 ಸ（⣙ 2,852 人）に増ຍしたが、

2018 年の日本人の䜽ルー䝈人ཱྀ ※にお䛔䛶は、32.1 人（対前年ᗘ比⣙ 1.8％増）と増ຍしたもの

の、世界全体の⣙ 1.1％を༨䜑るに過䛞な䛔。≉に、䜽ルー䝈ඛ㐍国である米国（⣙ 1,309 人）と

比㍑するとᴟ䜑䛶少な䛔数値にと䛹䜎っ䛶䛔る。 

※ 䜽ルー䝈人ཱྀ䠖እ航䜽ルー䝈と国ෆ䜽ルー䝈を用した日本人ᐈ数（船ෆ１Ἡ௨上を対㇟）。国ෆ䜽ルー䝈には、ෆ航フェ䝸ーに

よるチ䝱ー䝍ー䜽ルー䝈のᐈ数を含む。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

イ㸬日本ேࡢクルーࡢࢬ⏝≧ἣ 

2018 年の日本人の䜽ルー䝈人ཱྀは 32.1 人となり、２年㐃⥆で 30 人を㉺䛘、過去最ከを更

新した。この䛖ち、እ航䜽ルー䝈のᐈ数に䛴䛔䛶は 21.5 人（同 9.1％増）、国ෆ䜽ルー䝈のᐈ

数に䛴䛔䛶は、㛗ᮇࡢእ⯟クルーࡀࢬቑຍࠊࡾࡼࡇࡓࡋ┦ᑐⓗ国ෆクルーࡀࢬῶᑡࡓࡋ⤖

ᯝ10.6ࠊ 人（同 10.2％減）と前年より減少した。 

なお、እ航䜽ルー䝈におけるゼ日䜽ルー䝈ᐈの日本Ⓨ╔䜽ルー䝈用⪅数に䛴䛔䛶は、2018 年

に 8.0 人に㐩した。 

 

資料)国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

   ２−１−36 世界の䜽ルー䝈人ཱྀの᥎⛣ 

 

   ２−１−37 እ航・国ෆ䜽ルー䝈を用する日本人ᐈ数の᥎⛣ 
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資料)国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

 

 ࡳ⤌取ࡓࡅྥ⯆ࢬ㸬クルー࢘

⌧ᅾ、ᨻᗓにお䛔䛶は、2016 年３月 30 日に「᫂日の日本をᨭ䛘るほගビジ䝵ンᵓ会㆟」（㆟長䠖

ෆ㛶⥲⌮大⮧）にお䛔䛶⟇定䛥䜜た「᫂日の日本をᨭ䛘るほගビジ䝵ン」にᇶ䛵き、「ほගඛ㐍国」の

ᐇ⌧に向けた取⤌みを㐍䜑䛶䛔る。本ビジ䝵ンでは、2020 年にゼ日እ国人᪑⾜⪅数を 4,000 人、

ゼ日䜽ルー䝈᪑ᐈ数を 500 人にする┠ᶆがᥖ䛢ら䜜䛶䛔る。  

海事ᒁにお䛔䛶は、海事ほගศ㔝でほගඛ㐍国のᐇ⌧に㈉⊩す䜉䛟、ゼ日እ国人᪑⾜⪅数

4,000 人の㐩成に向けた取⤌みの一環とし䛶、2018 年 9 月に「海事ほගᡓ␎ᐇ⾜᥎㐍本㒊」をタ

⨨し、日本Ⓨ╔フライ䠃䜽ルー䝈を᥎㐍するた䜑の取り⤌みをᐇし䛶䛔䛟こととした。    

䜎た、日本Ⓨ╔䜽ルー䝈の⯆をᅗるた䜑、2018 年ᗘからは（一社）日本እ航᪑ᐈ船༠会がᐇ

する「䜽ルー䝈・䜸䝤・䝄・イ䝲ー」のグラン䝥䝸に国ᅵ㏻大⮧㈹をすることとした他、2014

年 11 月の「日 ASEAN ㏻大⮧会合」でᢎㄆ䛥䜜た「日 ASEAN 䜽ルー䝈⯆ᡓ␎」にᇶ䛵き、日本

Ⓨ╔䜽ルー䝈商ရを䝥ロ䝰ーシ䝵ンするた䜑、2018 年 10 月にイン䝗䝛シアにお䛔䛶、⌧ᆅ᪑⾜会社

等を対㇟とした䝉䝭ナーを開ദしたとこ䜝である。         

   

 

㸰㸬እ⯟᪑ᐈᐃᮇ⯟㊰➼ 

日本Ⓨ╔のእ航᪑ᐈ定期航路及び定期航路とし䛶、2019 年４月⌧ᅾ、㡑国、中国及びロシア

との㛫に 14 社・8 航路が開タ䛥䜜䛶䛔る。こ䜜らの定期航路等の 2018 年のᐈ数は、146.3 人

（前年比 1.7％増）で、この䛖ち、日本人が 14.2 人（同 14.3％増）、እ国人が 132.1 人（同 0.5％

   ２−１−38 日本Ⓨ╔のእ航䜽ルー䝈ᐈ数 

 

 

増）であり、合でみると日本人が 9.7％、እ国人が 90.3％となっ䛶䛔る。  

≉にእ航᪑ᐈ定期航路等のᐈ数の⣙ 99％を༨䜑る、㡑国航路に䛴䛔䛶、ᘬき⥆き堅調に᥎

⛣し䛶䛔る。 

資料)国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

 

 

資料)国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

   ２−１−39 እ航᪑ᐈ定期航路等の⌧ἣ 

 

航路ྡ 運航⪅ྡ 国⡠ 船ྡ 船⡠ 船ᆺ 運䚷航䚷㢖䚷ᗘ

㛵㔩フェ䝸ー䞞 日本 は䜎䜖䛖 日本 フェ䝸ー

㔩㛵フェ䝸ー䞞 㡑国 ᫍᕼ 㡑国 フェ䝸ー

䜹䝯䝸アライン䞞 日本 䝙䝳ーか䜑りあ 日本 フェ䝸ー ẖ日１ 

ビー䝖ル 日本 ジェ䝑䝖フ䜷イル

ビー䝖ル２世 日本 ジェ䝑䝖フ䜷イル

ビー䝖ル３世 日本 ジェ䝑䝖フ䜷イル

ᮍ᮶高速䞞 㡑国 コビー䊤 㡑国 ジェ䝑䝖フ䜷イル 運ఇ中㻔㻴㻟㻝㻚㻝㻜ᮎ䜎で）

大㜰䡚㔩ᒣ 䝟ンス䝍ーライン䞞 㡑国 PANSTAR DREAM 㡑国 フェ䝸ー 㐌３ 

䜸ーシ䝱ンフラ䝽ー 㡑国 高速船

䜸ーシ䝱ンフラ䝽ー２ 㡑国 高速船

ビー䝖ル 日本 ジェ䝑䝖フ䜷イル

ビー䝖ル２世 日本 ジェ䝑䝖フ䜷イル

ビー䝖ル３世 日本 ジェ䝑䝖フ䜷イル

㡑日高速海運 㡑国 䜸ーロラ 高速船
ᖹ成３䠌年２月２日䡚
ẖ日１ 㻔比⏣䡚㔩ᒣ）

ᮍ᮶高速䞞 㡑国 コビー䊤 㡑国 ジェ䝑䝖フ䜷イル ẖ日１ 㻔ཝཎ㻛比⏣䡚㔩ᒣ）㻌

（ᰴ）ス䝍ーライン 㡑国 䝙ーナ 㡑国 高速船
ᖹ成３䠌年３月２３日䡚
ẖ日１ 㻔ཝཎ㻛比⏣䡚㔩ᒣ）

大㜰・⚄ᡞ䡚上海 中日国㝿㍯Ώ᭷㝈බྖ 中国 新㚸┿ 中国 フェ䝸ー 㐌１ 

大㜰䡚上海 上海フェ䝸ー䞞 日本 ⸽ᕞྕ 中国 フェ䝸ー 㐌１ 

境港䡚東海䡚䡯䢓䡸䢚䡱䡹䢀䡫䡴 䠠䠞䠯䜽ルー䝈フェ䝸ー䞞 㡑国 イース䝍ン䝗䝸ー䝮 䝟ナ䝬 フェ䝸ー 㐌１ 

⛶ෆ䡚コルサコフ
サ䝝䝸ン海ὒ汽船䞞

（㻿㻭㻿㻯㻻）
ロシア PENGUIN32 䝗䝭䝙䜹 ᪑ᐈ船 䠒䡚䠕月㡭

航路ྡ 運航⪅ྡ 国⡠ 船ྡ 船⡠ 船ᆺ 運䚷航䚷㢖䚷ᗘ

対㤿（ཝཎ）䡚㔩ᒣ （ᰴ）対伸 日本 㻮㻸㼁㻱䚷㼀㻿㼁㻿㻴㻵㻹㻭 䝟ナ䝬 フェ䝸ー
ᖹ成３䠌年２月２４日䡚
定期（ཝཎ䡚㔩ᒣ）

䚷

䠦䠮ᕞ高速船䞞 日本 ẖ日２䡚３ 

䛆対እ᪑ᐈ定期航路䛇

䠦䠮ᕞ高速船䞞 日本 ẖ日２ （比⏣䡚㔩ᒣ）

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷（ᖹ成㻟㻝年４月⌧ᅾ）

ୗ㛵䡚㔩ᒣ ẖ日１ 

༤ከ䡚㔩ᒣ

䛆人の運送をするእ航定期航路䛇

䚷

対㤿（ཝཎ・比⏣）䡚㔩ᒣ

䞞大ள高速海運 㡑国
㐌４䡚䠑 （ཝཎ䡚㔩ᒣ）
㐌䠑䡚䠒 （比⏣䡚㔩ᒣ）

   ２−１−40 እ航᪑ᐈ定期航路の⌧ἣ 
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 国ෆ᪑ᐈ㍺㏦ 

㸯㸬国ෆ᪑ᐈ㍺㏦ࡢ⌧≧ 

ձ ᪑ᐈ⯪ᴗࡢ⌧≧ 

ア. ᪑ᐈ⯪ᴗࡢᴫἣ 

᪑ᐈ船事業は、2019 年４月１日⌧ᅾ、972 業⪅（対前年比 7 事業⪅増）によっ䛶 1,806 航路（対前

年比 8 航路増）が⤒営䛥䜜、こ䜜にᑵ航し䛶䛔る船⯧は 2,238 㞘（対前年比 17 㞘増）となっ䛶䛔る。 

業✀別にぢると、一⯡᪑ᐈ定期航路事業に䛴䛔䛶は、事業⪅数、㞘数が増ຍし䛶おり、フェ䝸ー

航路事業に䛴䛔䛶は、航路数、㞘数が増ຍし䛶䛔る。᪑ᐈ定期航路事業に䛴䛔䛶は、事業⪅数、

航路数、㞘数ともに増ຍし䛶䛔る。 

（ᑐ㤿̿㔩ᒣ⯟㊰ࡢෆヂ（ ู）） 

（༢㸸ே） 

 

   ２−１−41 እ航᪑ᐈ定期航路等のᐈ数の᥎⛣ 

   ２−１−42 ྛ⯟㊰ᴗࡢᴗ✀ูᴫせᩘ 

資料)国ᅵ㏻┬海事ᒁ 

༊ศ 年 事業⪅数 航路数 㞘数
2015 404 547 1,123
2016 395 541 1,108
2017 397 547 1,129
2018 390 548 1,092
2019 391 546 1,100
2015 6 7 8
2016 6 8 8
2017 6 8 8
2018 6 8 8
2019 6 8 7
2015 543 1,166 1,095
2016 554 1,183 1,107
2017 560 1,226 1,109
2018 569 1,242 1,121
2019 575 1,252 1,131
2015 953 1,720 2,226
2016 952 1,732 2,223
2017 963 1,781 2,246
2018 965 1,798 2,221
2019 972 1,806 2,238
2015 145 166 294
2016 143 165 283
2017 141 161 290
2018 141 161 282
2019 141 163 285

䛖ちフェ䝸ー航路事業

一⯡᪑ᐈ定期航路事業

≉定᪑ᐈ定期航路事業

᪑ᐈ定期航路事業

ィ

 

イ. ㍺㏦ᐇ⦼ 

2017 年ᗘの輸送ᐇ⦼は、輸送人ဨで 8,820 人（対前年ᗘ比 0.8％増）、輸送人キロで 31 ൨

9,072 人キロ（対前年ᗘ比 2.6％減）となった。 

䜎た、⮬動㌴航送ᐇ⦼では、ྎ数で䝖ラ䝑䜽が 3,843 千ྎ（対前年ᗘ比 1.5％増）、用㌴・䛭の他

が 7,316千ྎ（対前年ᗘ比 1.8％増）となり、ྎキロでは䝖ラ䝑䜽が 960ⓒྎキロ（対前年ᗘ比 2.2％

増）、用㌴・䛭の他で 651 ⓒྎキロ（対前年ᗘ比 5.2％増）となった。 

   ２−１−43 ᪑ᐈ㍺㏦ᐇ⦼ 

   ２−１−44 ⮬ື㌴⯟㏦ᐇ⦼ 

ᑐ๓年ᗘ ᑐ๓年ᗘ

ఙࡧ⋡ ఙࡧ⋡

2013 79.8 0.3 3,131 5.5

2014 77.9 ����ڸ 2,842 ��ڸ��

2015 78.5 0.8 3,005 5.7

2016 78.2 ����ڸ 3,152 4.9

2017 78.5 0.4 3,053 ����ڸ

2013 0.20 9.8 1.85 13.7

2014 0.18 �����ڸ 1.70 ����ڸ

2015 0.20 11.5 2.00 17.7

2016 0.26 30.0 2.05 2.5

2017 0.27 3.8 2.08 1.5

2013 8.1 8.2 132 7.9

2014 8.2 1.7 142 7.6

2015 9.3 12.8 131 ����ڸ

2016 9.0 ����ڸ 121 ����ڸ

2017 9.4 4.8 136 12.1

2013 88.0 1.0 3,265 5.6

2014 86.3 ����ڸ 2,986 ����ڸ

2015 87.9 1.9 3,138 5.1

2016 87.5 ����ڸ 3,275 4.4

2017 88.2 0.8 3,191 ����ڸ

ィ

༊����������ศ 年ᗘ ㍺㏦ேဨ ㍺㏦ேৄ

୍⯡᪑ᐈᐃᮇ⯟㊰ᴗ

≉ᐃ᪑ᐈᐃᮇ⯟㊰ᴗ

᪑ᐈᐃᮇ⯟㊰ᴗ

(༢㸸ⓒேࠊⓒேࠊࣟ࢟㸣) 

ὀ）➃ᩘฎ⌮ࠊࡵࡓࡢᮎᑿᩘࡢᏐ࠸࡞ࢃྜࡀሙྜࠋࡿ࠶ࡀ 

対前年ᗘ 対前年ᗘ 対前年ᗘ

伸び率 伸び率 伸び率

ྎ数 4,023 0.3 7,798 䕦㻌㻡㻚㻢 11,821 䕦㻌㻟㻚㻣

ྎ䟆 985 7.9 692 6.0 1,677 7.1

ྎ数 3,854 䕦㻌㻠㻚㻞 7,490 䕦㻌㻟㻚㻥 11,344 䕦㻌㻠㻚㻜

ྎ䟆 901 䕦㻌㻤㻚㻡 604 䕦㻌㻝㻞㻚㻣 1,505 䕦㻌㻝㻜㻚㻟

ྎ数 3,728 䕦㻌㻟㻚㻟 7,326 䕦㻌㻞㻚㻞 11,054 䕦㻌㻞㻚㻢

ྎ䟆 893 䕦㻌㻜㻚㻥 618 2.3 1,511 0.4

ྎ数 3,788 1.6 7,189 䕦㻌㻝㻚㻥 10,978 䕦㻌㻜㻚㻣

ྎ䟆 939 5.2 619 0.2 1,558 3.1

ྎ数 3,843 1.5 7,316 1.8 11,159 1.6

ྎ䟆 960 2.2 651 5.2 1,611 3.4
2017

2016

2015

ィ

2014

年ᗘ 䝖ラ䝑䜽
用㌴
䛭の他

2013

(༢㸸༓ྎࠊⓒྎࠊࣟ࢟㸣) 

ὀ）➃ᩘฎ⌮ࠊࡵࡓࡢᮎᑿᩘࡢᏐ࠸࡞ࢃྜࡀሙྜࠋࡿ࠶ࡀ 
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 Ⴀ≧ἣ⤒ .࢘

᪑ᐈ船事業全体の⤒営≧ἣをぢ䛶みると、㞟ィした航路数は前年ᗘより 11 航路増ຍし、営業

ධは⣙ 160 ൨増ຍし䛶䛔る。 

営業ᦆ┈及び⤒ᖖᦆ┈に䛴䛔䛶は、ともに䠑年㐃⥆で㯮Ꮠになり、⤒ᖖᨭ率は 104.1％となっ

た。 

 

ղ 㛗㊥㞳࢙ࣇリーᴗࡢ⌧≧ 

ア㸬㛗㊥㞳࢙ࣇリーᴗࡢᴫせ 

∦㐨の航路㊥㞳が 300km ௨上である長㊥㞳フェ䝸ー航路は、2019 年４月１日⌧ᅾ、䠕事業⪅で

12 航路が⤒営䛥䜜䛶おり、ᑵ航船⯧は 36 㞘となっ䛶䛔る。 

   ２−１−45 ᪑ᐈ⯟㊰ᴗࡢ੍≧ἣࡢ᥎⛣(⯟㊰ᦆ┈) 

(༢㸸ⓒࠊ㸣) 

(ὀ)㸯㸬⤒Ⴀᐇែㄪᰝ࡛ሗ࿌ࡓࡗ࠶ࡢ⯟㊰ࡢ⯟㊰ᦆ┈ࢆ㞟ィࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ 

㸰㸬➃ᩘฎ⌮ࠊࡵࡓࡢᮎᑿᩘࡢᏐ࠸࡞ࢃྜࡀሙྜࠋࡿ࠶ࡀ 

 

 

༊㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌ศ 年ᗘ 航路数 営業ධ 営業ᦆ┈ ⤒ᖖᦆ┈ ⤒ᖖᨭ率

2013 509 250,415 2,377 4,670 101.9

2014 497 252,301 2,186 3,013 101.2

2015 499 223,085 11,077 11,429 105.2

2016 508 229,141 11,926 12,516 105.6

2017 509 246,439 9,343 9,958 104.1

2013 7 309 10 10 103.5

2014 7 308 12 12 104.2

2015 7 392 50 50 114.5

2016 7 236 䕦㻌㻢 䕦㻌㻢 97.1

2017 8 435 33 32 107.8

2013 658 19,594 593 866 104.5

2014 656 21,773 䕦㻌㻟㻠㻜 䕦㻌㻥㻤 99.6

2015 660 18,464 694 804 104.5

2016 684 23,359 135 240 101.2

2017 693 21,817 691 761 103.6

2013 1,174 270,317 2,980 5,547 102.0

2014 1,160 274,382 1,858 2,927 101.1

2015 1,166 241,941 11,821 12,283 105.2

2016 1,199 252,735 12,056 12,750 105.2

2017 1,210 268,691 10,067 10,751 104.1

一⯡᪑ᐈ定期航路事業

≉定᪑ᐈ定期航路事業

᪑ᐈ定期航路事業

ィ

 

イ㸬㍺㏦ᐇ⦼ 

2018 年ᗘは長㊥㞳フェ䝸ーの航路数、航路㊥㞳ともに増ຍした。䜎た、輸送ᐇ⦼に䛴䛔䛶は全

䛶の༊ศにお䛔䛶前年ᗘより増ຍした。 

 

 㸬⤒Ⴀ≧ἣ࢘

2018 年ᗘの長㊥㞳フェ䝸ー事業⪅のᨭ≧ἣに䛴䛔䛶ぢると、営業ධ、営業費用はともに増

ຍし、営業ᦆ┈は⣙ 140 ൨と、䠔期㐃⥆の㯮Ꮠとなった。䜎た、⤒ᖖᦆ┈に䛴䛔䛶も⣙ 128 ൨３千

の㯮Ꮠとなった。 

なお、2018 年ᗘᮎにおける㈈ົ≧ἣは、ᅗ⾲２−１−48 のとおりである。 

   ２−１−46 শ㊥㞳࢙ࣇリー⯟㊰ࡢ㍺㏦ᐇ⦼ 

   ２−１−47 শ㊥㞳࢙ࣇリーᴗ⪅੍≧ἣ（㸷♫） 

(༢㸸༓ྎࠊⓒྎࣟ࢟) 

(ὀ)㸯㸬㸶ࣥࢺ⟬ࠊࡣ⏝㌴ 2.5 ࢆྎ 1  ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋྎ

㸰㸬2018 年ᗘศࡣ㏿ሗ್࡛ࠋࡿ࠶ 

㸱㸬➃ᩘฎ⌮ࠊࡵࡓࡢᮎᑿᩘࡢᏐ࠸࡞ࢃྜࡀሙྜࠋࡿ࠶ࡀ 

 

 

 

(༢㸸ⓒࠊ㸣) 

(ὀ)㸯㸬Ỵ⟬ᮇࡀ 12 ᭶ࡢࡶࡢ㸯♫ࠋࡴྵࢆ 
㸰㸬㏿ሗ್࡛ࠋࡿ࠶ 

 
 
 

༊ศ 㻞㻜㻝㻣年ᗘ 㻞㻜㻝㻤年ᗘ 対前年ᗘ比
営業ධ 134,226 187,886 140.0%
営業費用 124,338 173,883 139.8%
営業ᦆ┈ 9,888 14,002 䠉
⤒ᖖᦆ┈ 9,043 12,832 䠉
ᙜ期ᦆ┈ 8,701 9,335 䠉
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ճ  㞳島⯟㊰ᴗࡢ⌧≧ 

ア㸬㞳島⯟㊰ᴗࡢᴫἣ 

一⯡᪑ᐈ定期航路事業の䛖ち、㞳ᓥ航路事業は 2019 年４月１日⌧ᅾ、224 事業⪅によっ䛶 296

航路が⤒営䛥䜜䛶おり、ᑵ航船⯧は 552 㞘（⣙ 19 ⥲䝖ン）となっ䛶䛔る。 

䜎た、㞳ᓥ航路事業全体の䜋䜌三ศの一をබ営ཪは➨三䝉䜽䝍ーが運営し䛶䛔るが、こ䜜らの

航路は⤒営環境がཝし䛔ものの、㞳ᓥఫẸの㊊とし䛶ᚲせྍḞな航路であると䛔䛖ㄆ㆑に❧っ

䛶、ᆅ方බඹᅋ体⮬らが運営にᦠ䜟っ䛶䛔る。 

 

 

 

２−１−48 শ㊥㞳࢙ࣇリーᴗ⪅㈈ົ≧ἣ（㸷♫） 

(༢㸸ⓒࠊ㸣) 

(ὀ)㸯㸬Ỵ⟬ᮇࡀ 12 ᭶ࡢࡶࡢ㸯♫ࠋࡴྵࢆ 

㸰㸬㏿ሗ್࡛ࠋࡿ࠶ 

 

   ２−１−49 ᴗ⪅⤒Ⴀᙧែ 

   ２−１−50 ᑵ⯟⯪⯧ 

㔠㢠 ᵓ成比
ὶ動資⏘ 64,623 23.7%
ᅛ定資⏘ 208,401 76.3%
資⏘合ィ 273,024 100.0%
ὶ動㈇മ 61,951 22.7%
ᅛ定㈇മ 120,498 44.1%
㈇മ合ィ 182,448 66.8%

90,575 33.2%
273,024 100.0%

⣧資⏘
㈇മ・⣧資⏘合ィ

༊ศ

資⏘

㈇മ

༊ศ ẸႠ ➨㸱ࢭクター බႠ ྜィ

ᴗᩘ 146 30 48 224

年ᗘ ⯟㊰ᩘ 㞘ᩘ ⥲トンᩘ ᖹᆒ⥲トンᩘ

2017 296 548 195,518 357

2018 295 546 190,438 349

2019 296 552 190,246 345

 

イ㸬㍺㏦ᐇ⦼ 

2017 年ᗘの᪑ᐈ輸送ᐇ⦼は、輸送人ဨで 4,395 人（対前年ᗘ比 1.6％増）、輸送人キロで 9

൨ 9,443 人キロ（同 2.4％増）となっ䛶䛔る。 

 

 㸬⤒Ⴀ≧ἣ࢘

䜎た、㞳ᓥ航路事業の⤒営≧ἣは౫↛ཝし䛟、2017 年ᗘの⤒ᖖᨭ率は、96.4%となった。 

 

 ≦⌧ࡢ⪅㸬ᑠつᶍᴗ࢚

᪑ᐈ定ဨ 12 ྡ௨ୗの船⯧による事業（本ᅵと㞳ᓥ㛫等にお䛔䛶人と≀のὶᡭẁの一䛴とな

っ䛶䛔る䛔䜟䜖る海上䝍䜽シーやྛᆅᇦにおけるほග㐟ぴ船事業な䛹）は、2000 年の海上運送ἲ

改ṇ௨㝆、事業開始のᒆฟをせすることになったが、こ䜜らのᑠ規ᶍな事業⪅は㐟⁺船や⁺船が

Ꮨ⠇的に✌ാし䛶䛔るよ䛖な≉Ṧなᙧែもከ䛟、輸送のᏳ全の☜ಖ୪びに用⪅ಖㆤのほⅬ等か

ら、䛭の事業ᐇែのᢕᥱにດ䜑るとともに、ἲ௧㑂Ᏺのᚭᗏをᅗること等、ᆅ方運輸ᒁを中ᚰにᙜ

ヱ事業⪅に対する指ᑟ・┘╩体制のᙉをᅗっ䛶き䛶䛔る。 

 

 

༊䚷䚷䚷䚷䚷䚷ศ 㻞㻜㻝㻞年㻠月 㻞㻜㻝㻟年㻠月 㻞㻜㻝㻠年㻠月 㻞㻜㻝㻡年㻠月 㻞㻜㻝㻢年㻠月 㻞㻜㻝㻣年㻠月 㻞㻜㻝㻤年㻠月
ᒆฟ事業⪅数 3,334 3,496 3,624 3,772 3,942 4,149 4,395

   ２−１−51 㞳島⯟㊰ࡢ᪑ᐈ㍺㏦ᐇ⦼ 

対前年ᗘ伸び率 対前年ᗘ伸び率

2015 42,853 0.1 958,515 䕦㻌㻜㻚㻥

2016 43,263 1.0 970,692 1.3

2017 43,949 1.6 994,428 2.4

年ᗘ 輸送人ဨ 輸送人キロ

(༢㸸༓ேࠊ༓ேࠊࣟ࢟㸣) 

   ２−１−52 㞳島⯟㊰ࡢᨭ≧ἣ 

年ᗘ 営業ධ 営業ᦆ┈ ⤒ᖖᦆ┈ ⤒ᖖᨭ率

2015 71,724 䕦㻌㻝㻘㻢㻢㻢 䕦㻌㻥㻣㻤 98.7

2016 72,349 䕦㻌㻝㻘㻟㻤㻢 䕦㻌㻤㻟㻟 98.9

2017 78,141 䕦㻌㻟㻘㻢㻝㻣 䕦㻌㻟㻘㻜㻣㻝 96.4

(༢㸸ⓒࠊ㸣) 

   ２−１−53 ᒆฟᴗ⪅ᩘࡢ᥎⛣ 
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㸰㸬国ෆ᪑ᐈ㍺㏦ࡿࡅ࠾取ࡳ⤌ࡾ 

ձ 㞳島⯟㊰ࡢ⥔ᣢࡓࡅྥ⿵ຓ 

我が国は、本ᕞ、北海㐨、ᅄ国、ᕞ及びἈ⦖本ᓥを含䜑䛶䠒千䠔ⓒవのᓥᕋを᭷し䛶おり、䛭

のなかの４ⓒవのᓥᕋに人䚻がᬽらし䛶䛔る。㞳ᓥ航路は、ᓥとᓥ、ᓥと本ᅵを⤖䜆㞳ᓥఫẸの㊊

とし䛶、䜎た、⏕ά≀資等の輸送ᡭẁとし䛶㔜せなᙺをᯝたし䛶䛔る。㞳ᓥ航路を運航する事業

⪅のከ䛟は、人ཱྀの減少、高㱋の㐍ᒎ等によりཝし䛔⤒営≧ἣにあるが、䛭のよ䛖な㞳ᓥ航路事

業⪅に対し、航路⤒営によっ䛶⏕䛨るḞᦆに䛴䛔䛶⿵ຓ㔠をすることで、㞳ᓥ航路の⥔ᣢをᅗ

っ䛶䛔る。 

2011年ᗘからは、㞳ᓥ航路・航✵路・ᆅ方䝞ス・ᆅᇦ㕲㐨の䛭䜜䛮䜜のᨭ制ᗘを統合した「ᆅ

ᇦබඹ㏻☜ಖ⥔ᣢ改善事業」がタ䛥䜜、この事業のなかで航路⥔ᣢをᅗることとし、ᨭをᐇ

し䛶䛔る。 

 

ղ ᪑ᐈ⯪ࡢバリアࣇリーࡢ᥎㐍 

ア㸬⫼ᬒ 

我が国は、⥲人ཱྀに༨䜑る高㱋⪅の合が４ศの１を㉸䛘るな䛹、㉸高㱋社会を㏄䛘䛶䛔るが、

高㱋⪅であるかྰか、䜎た、㞀ᐖの᭷↓に㛵䜟ら䛪、全䛶の人がศけ㝸䛶な䛟ඹ⏕できる社会のᐇ

⌧を┠指し䛶おり、「䛹こでも、䛰䜜でも、⮬⏤に、䛔やす䛟」と䛔䛖䝴䝙䝞ーサル䝕䝄インの⪃䛘方

を㋃䜎䛘た㏻インフラのᩚഛがồ䜑ら䜜䛶䛔るとこ䜝である。 

2020 年東ி䜸䝸ン䝢䝑䜽・䝟ラ䝸ン䝢䝑䜽➇ᢏ大会に向けた「䝴䝙䝞ーサル䝕䝄イン 2020 㛵ಀ㛶

会㆟（2017 年２月 20 日）」でとり䜎と䜑ら䜜た「䝴䝙䝞ーサル䝕䝄イン 2020 ⾜動ィ⏬」の取⤌とし

䛶䝴䝙䝞ーサル䝕䝄インの⾤䛵䛟り等の⟇が┒り込䜎䜜、2018 年 12 月に開ദ䛥䜜た➨３ᅇ㛶

会㆟では、㞀ᐖᙜ事⪅等が過༙を༨䜑る「䝴䝙䝞ーサル䝕䝄イン 2020 ホ౯会㆟」をタ⨨・開ദし、

   ２−１−54 㞳島⯟㊰⿵ຓ金ࡢᐇ⦼ 

 

⾜動ィ⏬のᐇ⾜をຍ速したとこ䜝である。 

䜎た、2018 年䠑月、全䛶の国Ẹがඹ⏕する社会のᐇ⌧に向け䛶、全国にお䛔䛶更に䝞䝸アフ䝸

ーを᥎㐍するた䜑に「高㱋⪅、㞀ᐖ⪅等の⛣動等ののಁ㐍に㛵するἲᚊ（䝞䝸アフ䝸ーἲ）

の一㒊を改ṇするἲᚊ」が成❧し、2019 年４月１日から一⯡᪑ᐈ定期航路事業の用に౪する᪑ᐈ

船にຍ䛘䛶᪑ᐈ定期航路事業の用に౪する᪑ᐈ船も新たにἲの㐺用対㇟となった。 

 

イ㸬バリアࣇリーᇶ‽ཬࡧᇶ本ⓗ᪉㔪 

බඹ㏻事業⪅等は䝞䝸アフ䝸ーἲにᇶ䛵き、᪑ᐈタや㌴୧等を新たにᩚഛ・ᑟධ等する㝿

に、「⛣動等のた䜑にᚲせな᪑ᐈタཪは㌴୧等のᵓ㐀及びタഛに㛵するᇶ‽を定䜑る

┬௧（⛣動等ᇶ‽）」を㑂Ᏺするᚲせがあり、᪑ᐈ船に䛴䛔䛶は、௨ୗのよ䛖なᇶ‽がタけら

䜜䛶䛔る。 

（）᪑ᐈ船の㝆ཱྀから䝞䝸アフ䝸ーᐈ席及び㌴䛔すス䝨ース䜎での㏻路 

ϸ）㏻路の᭷ຠ幅を 80cm ௨上とすること 

Ϲ）ᡭすりがタけら䜜䛶䛔ること 

Ϻ）㏻路のᮎ➃㏆のᗈ䛥を㌴䛔すの㌿ᅇにᨭ㞀の↓䛔ものとすること 等 

こ䛖したᇶ‽の╔ᐇな㐩成に向け䛶、「⛣動等のಁ㐍に㛵するᇶ本方㔪」にお䛔䛶、タ

ẖに 2020 年ᗘᮎ䜎でのᩚഛ┠ᶆをタ定し䛶䛔る。᪑ᐈ船に䛴䛔䛶は、全体㞘数の 50％をᇶ‽㐺

合船⯧とすることを┠ᶆとし、䛭の㐩成≧ἣは 2018 年３月ᮎ⌧ᅾで 43.8％となっ䛶䛔る。 

䜎た、１日ᙜたりのᖹᆒ用⪅数 3,000 人௨上の᪑ᐈタに䛴䛔䛶も、同ᵝのᩚഛ┠ᶆをタ定

する等により䝞䝸アフ䝸ーを㐍䜑䛶おり、᪑ᐈ船䝍ー䝭ナルに䛴䛔䛶は、ẁᕪのゎ消に䛴䛔䛶はす

䜉䛶のタで対ᛂ῭みとなっ䛶䛔る。 

 

 ⤌取ࡢリーࣇ㸬バリア࢘

このよ䛖に、බඹ㏻ᶵ㛵とし䛶䝞䝸アフ䝸ーᩚഛがồ䜑ら䜜る中、㏆年、新㐀䛥䜜る᪑ᐈ船で

は、」数の䜶䝸アにゐ▱ෆ∧のタ⨨や㣗ᇽのテー䝤ル䜈の㌴᳔Ꮚᅛ定用ලのタ⨨、シ䝱䝽ータ

ഛをᦚ㍕したከᶵ⬟䝖イ䝺のタ⨨等、㞀ᐖのある方にも㓄៖した᪑ᐈ船が⥆䚻とᑵ航し䛶き䛶䛔る。

᪑ᐈ船に䛴䛔䛶は 2017 年３月に᪑ᐈ船事業⪅からඃⰋ事を㞟・බ⾲した䜋か、䝍ラ䝑䝥、䜶䝺

䝧ー䝍ー、ከᶵ⬟䝖イ䝺のタ⨨等に対する⿵ຓ制ᗘ等により䝞䝸アフ䝸ーを᥎㐍し䛶䛔る。国ᅵ

㏻┬とし䛶は、௦᭰ᘓ㐀・改㐀等をண定する事業⪅等に対し䛶、後も上㏙のᨭ等を㏻䛨、一ᒙ

の䝞䝸アフ䝸ーを᥎㐍することとし䛶䛔る。 
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2017年ᗘからは、ゼ日እ国人᪑⾜⪅ཷධ環境ᩚഛ⥭ᛴ対⟇事業をά用し、ゼ日እ国人᪑⾜⪅

を対㇟に長㊥㞳フェ䝸ー(䠔社 11航路)が最高䠒ᅇ䜎で船ྍ⬟な企⏬船ๆ䡞JAPAN FERRYPASS 

21䡟をⓎするな䛹、ゼ日እ国人᪑⾜⪅の用ಁ㐍に向けた取り⤌みを⾜っ䛶䛔る。 

2018 年ᗘは、海事ᒁにタ⨨した「海事ほගᡓ␎ᐇ⾜᥎㐍本㒊」にお䛔䛶、海事ほගศ㔝でほග

ඛ㐍国のᐇ⌧に㈉⊩す䜉䛟、イン䝞䜴ン䝗ほගಁ㐍をとした３䛴のどⅬ（１．ᆅ方ㄏᐈ・消費拡大

䜈の㈉⊩、２．ཷධ環境ᩚഛ、３．ከᵝな㨩ຊのⓎಙᙉ）により、㔜Ⅼ的に㐍䜑る取⤌事㡯等に

䛴䛔䛶取り䜎と䜑を⾜ったとこ䜝、2019 年ᗘは、ゼ日እ国人᪑⾜⪅ཷධ環境ᩚഛに対する⿵ຓ事

業や同年より開始した「イン䝞䜴ン䝗船᪑⯆制ᗘ」等により、ほග資※とし䛶の船᪑のㄆ▱ᗘ向上

や用のಁ㐍のた䜑、海事ほග᥎㐍に向けた取⤌を㐍䜑䛶䛔䛟。 

 

 ෆ⯟海㐠 ߀

㸯㸬ෆ⯟海㐠ࡢ⌧≧ 

ձ ෆ⯟海㐠ࡢᴫἣ 

我が国とእ国との㛫の航海を「እ航」と䜆のに対し、国ෆ㛫における航海を「ෆ航」とび、輸

送対㇟によっ䛶ෆ航㈌≀輸送とෆ航᪑ᐈ輸送に༊ศ䛥䜜る。この䛖ちの、ෆ航㈌≀輸送を一⯡に

「ෆ航海運」と䜣で䛔る。 

ෆ航海運は国ෆ㈌≀輸送の⣙４（2017 年ᗘ、䝖ンキロ䝧ース）をᢸっ䛶おり、我が国の⤒῭や

国Ẹ⏕άをᨭ䛘る上で㔜せな⏘業ᇶ♏≀資である㕲㗰、▼Ἔ、䝉䝯ン䝖等に䛴䛔䛶は、䛭の⣙䠔

を輸送し䛶䛔る。䜎た、ᅗ⾲２−１−56 をぢ䛶も䜟かるよ䛖に、ෆ航海運によっ䛶輸送䛥䜜るရ┠のከ

䛟が⏘業ᇶ♏≀資で༨䜑ら䜜䛶䛔る。 

   ２−１−56 ㍺㏦ᶵ㛵ูシ࢙ア（2017年ᗘ㸸トン࢟ロベース） 

 సᡂࡾࡼ国ᅵ㏻┬㈨ᩱۑ

（ὀ）㞧㈌㍺㏦ᶵ㛵ู2009ࠊࡣ࢙ࢩ 年ᗘࡢྜ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 

ճ 国ෆ᪑ᐈ⯟㊰ࡢάᛶ 

国ෆ᪑ᐈ船は、用⪅の減少等により、ཝし䛔⤒営≧ἣが⥆䛟一方、ᅄ㠃を海にᅖ䜎䜜た我が

国における㈗㔜な㏻䝰ー䝗とし䛶、䜎た、スローライフを‶ႚできる⛣動✵㛫とし䛶、よりከ䛟の䝴

ー䝄ーから期ᚅ䛥䜜䛶おり、我が国の㨩ຊをⓎಙする䝒ールとし䛶も注┠䛥䜜䛶䛔る。 

この≧ἣを㋃䜎䛘、国ෆ᪑ᐈ航路のάᛶをᅗるた䜑、「船᪑の㨩ຊ向上」を㔜せㄢ㢟と⨨

䛵けるとඹに、国・᪑ᐈ船業界・᪑⾜業界・ᆅᇦの㛵ಀ⪅等が㐃ᦠし、一⮴༠ຊし䛶船のㄆ▱ᗘ向

上のた䜑のᡓ␎的な報Ⓨಙや用⪅䝙ー䝈にあった船᪑商ရの開Ⓨ・㈍ಁ㐍等の取り⤌み

をᒎ開し䛶䛔る。 

こ䜜䜎での取⤌とし䛶、2008 年から、᪑⾜業⪅にᐇ㝿の船の᪑を体㦂し䛶もら䛖ሙとし䛶ファ䝮䝖

䝸䝑䝥（体㦂航海）を開ദし、2018 年ᗘ䜎でに合ィ 12 ᅇ開ദするな䛹、船᪑のල体的なイ䝯ージを

後の商ရ開Ⓨ等にά用し䛶䛔䛟た䜑の㈗㔜なᶵ会をᥦ౪し䛶䛔る。 

2013 年ᗘからは、Ꮚ䛹もの日と海の日に、Ꮚ䛹もたちにᬑẁあ䜎りな䛨みのな䛔᪑ᐈ船による船

᪑の㨩ຊを体㦂し䛶もら䛖た䜑、᪑ᐈ船のᑠᏛ⏕運㈤を↓料とするキ䝱ン䝨ーンを全国規ᶍでᐇ

し䛶䛔る。 

2016年ᗘには、船᪑άᛶ༠㆟会の㆟ㄽをཷけ䛶「船᪑䠃サイ䜽䝸ング」とし䛶᪑ᐈ船を用す

る全国ྛᆅのサイ䜽䝸ングコースを⤂等するとともに、「Ỉの䜎ち東ிにおける⯚運άᛶに㛵す

る㛵ಀ⪅㐃⤡会」を㏻䛨䛶、「䡚Ỉの䜎ち・東ி䡚⯚運のᴦしみ方䜺イ䝗」を作成し、᪑⾜⪅等䜈の

㓄ᕸや HP にᥖ㍕する等の PR を⾜った。 

   ２−１−55 ᪑ᐈ⯪ࡢバリアࣇリータഛ 
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  ２−１−57 ㍺㏦ᶵ㛵ู㈌≀㍺㏦量ࡢ᥎⛣ 

37,665 462,607 25,036 12 525,319 151,243 135,916 63,031 74 350,264
(7.17) (88.06) (4.77) (0.00) (100) (43.18) (38.80) (18.00) (0.02) (100)
45,205 439,286 18,062 19 502,572 183,579 129,701 47,058 152 360,490
(8.99) (87.41) (3.59) (0.00) (100) (50.92) (35.98) (13.05) (0.04) (100)
50,026 531,795 16,283 33 598,136 222,173 178,901 37,428 290 438,792
(8.36) (88.91) (2.72) (0.01) (100) (50.63) (40.77) (8.53) (0.07) (100)
45,239 504,805 9,629 54 559,726 205,818 205,941 21,919 482 434,160
(8.08) (90.19) (1.72) (0.01) (100) (47.41) (47.43) (5.05) (0.11) (100)
57,520 598,479 8,662 87 664,748 244,546 272,579 27,196 799 545,120
(8.65) (90.03) (1.30) (0.01) (100) (44.86) (50.00) (4.99) (0.15) (100)
54,854 587,720 7,693 96 650,363 238,330 293,001 25,101 924 557,356
(8.43) (90.37) (1.18) (0.01) (100) (42.76) (52.57) (4.50) (0.17) (100)
54,691 604,209 7,356 100 666356 241,756 303,896 24,968 962 571,582
(8.21) (90.67) (1.10) (0.02) (100) (42.30) (53.17) (4.37) (0.17) (100)
54,144 593,451 6,923 101 654619 237,018 304,691 24,618 981 567,308
(8.27) (90.66) (1.06) (0.02) (100) (41.78) (53.71) (4.34) (0.17) (100)
51,665 569,080 6,037 102 626884 226,980 299,125 22,920 985 550,010
(8.24) (90.78) (0.96) (0.02) (100) (41.27) (54.39) (4.17) (0.18) (100)
52,260 573,607 5,869 106 631842 229,432 305,600 22,541 1039 558,612
(8.27) (90.78) (0.93) (0.02) (100) (41.07) (54.71) (4.04) (0.19) (100)
53,702 564,609 5,927 110 624348 241,671 311,559 22,136 1075 576441
(8.60) (90.43) (0.95) (0.02) (100) (41.92) (54.05) (3.84) (0.19) (100)
52,007 545,455 5,867 102 603431 244,451 311,599 22,193 994 579237
(8.62) (90.39) (0.97) (0.02) (100) (42.20) (53.79) (3.83) (0.17) (100)
49,725 521,973 5,659 100 577,457 235,582 310,614 22,131 991 569,318
(8.61) (90.39) (0.98) (0.02) (100) (41.38) (54.56) (3.89) (0.17) (100)
44,554 511,348 5,360 103 561,365 218,191 320,466 22,794 1,027 562,478
(7.94) (91.09) (0.95) (0.02) (100) (38.79) (56.97) (4.05) (0.18) (100)
44,025 495,325 5,222 107 544,679 218,833 326,215 22,476 1,058 568,582
(8.08) (90.94) (0.96) (0.02) (100) (38.49) (57.37) (3.95) (0.19) (100)
42,615 484,223 5,247 108 532,193 211,576 333,524 22,813 1,075 568,988
(8.01) (90.99) (0.99) (0.02) (100) (37.18) (58.62) (4.01) (0.19) (100)
41,664 483,702 5,187 110 530,663 207,849 345,035 23,192 1,094 577,170
(7.85) (91.15) (0.98) (0.02) (100) (36.01) (59.78) (4.02) (0.19) (100)
40,969 481,189 5,085 115 527,358 202,962 353,320 23,334 1,145 580761
(7.77) (91.25) (0.96) (0.02) (100) (34.95) (60.84) (4.02) (0.20) (100)
37,871 460,075 4,623 107 502,676 187,859 344,939 22,256 1,078 556,132
(7.53) (91.53) (0.92) (0.02) (100) (33.78) (62.02) (4.00) (0.19) (100)
33,218 433,954 4,325 103 471,600 167,315 333,181 20,562 1,043 522,101
(7.04) (92.02) (0.92) (0.02) (100) (32.05) (63.82) (3.94) (0.20) (100)
36,673 453,810 4,365 100 494,948 179,898 246,175 20,398 1,032 447,503
(7.41) (91.69) (0.88) (0.02) (100) (40.20) (55.01) (4.56) (0.23) (100)
36,098 455,747 3,989 96 495,930 174,900 233,956 19,998 992 429,846
(7.28) (91.90) (0.80) (0.02) (100) (40.69) (54.43) (4.65) (0.23) (100)
36,599 436,593 4,234 98 477,524 177,791 209,956 20,471 1,017 409,235
(7.66) (91.43) (0.89) (0.02) (100) (43.44) (51.30) (5.00) (0.25) (100)
37,833 434,575 4,410 102 476,920 184,860 214,092 21,071 1,049 421,072
(7.93) (91.12) (0.92) (0.02) (100) (43.90) (50.84) (5.00) (0.25) (100)
36,930 431,584 4,342 106 472,962 183,120 210,008 21,029 1,125 415,282
(7.81) (91.25) (0.92) (0.02) (100) (44.10) (50.6) (5.00) (0.30) (100)
36,549 428,900 4,321 105 469,875 180,381 204,316 21,519 1,120 407,336
(7.78) (91.28) (0.92) (0.02) (100) (44.28) (50.16) (5.28) (0.27) (100)
36,449 437,827 4,409 100 478,785 180,438 210,316 21,265 1,046 413,065
(7.61) (91.45) (0.92) (0.02) (100) (43.68) (50.92) (5.15) (0.25) (100)
36,013 438,125 4,517 101 478,756 180,934 210,829 21,663 1,081 414507
(7.52) (91.51) (0.94) (0.02) (100) (43.65) (50.86) (5.23) (0.26) (100)

䕿䚷国ᅵ㏻┬資料より作成。

（注）䚷䐟（）は、輸送ᶵ㛵別のシェア（％）である。䐠航✵には㉸過ᡭ荷≀、郵౽≀を含む。䐡⮬動㌴は㻝㻥㻥㻜年ᗘより㍍⮬動㌴を含む数Ꮠである（㻞㻜㻝㻜年ᗘから⮬ᐙ用㈌≀㍍⮬
動㌴の数Ꮠは㝖䛟）。㻞㻜㻝㻜年ᗘからの調ᰝ・統ィ方ἲのኚ更。東日本大㟈⅏の影響により、北海㐨運輸ᒁ及び東北運輸ᒁの㻞㻜㻝㻝年３月及び４月の数値は含䜎䜜な䛔。䐢༢
ᮍ‶の➃数に䛴䛔䛶はᅄᤞධし䛶䛔るた䜑、合ィとෆィが一⮴しな䛔ሙ合もある。

2016 495 48 482 1,046

2017 502 48 480 1,070

2014 496 49 484 1,061

2015 494 48 498 1,067

2012 486 48 483 1,038

2013 489 49 478 1,028

2010 491 54 467 1,032

2011 485 51 501 1,033

2008 496 75 481 1,007

2009 504 77 475 1,013

2006 499 71 447 995

2007 495 73 459 996

2004 497 66 430 989

2005 496 69 435 995

2002 474 60 391 991

2003 490 63 425 997

2000 450 55 373 977

2001 470 57 378 975

1998 439 53 380 966

1999 439 53 384 980

1996 442 50 339 962

1997 438 51 356 971

1995 434 50 326 963

1990 425 46 314 918

1985 455 41 228 893

1975 406 30 261 800

1980 444 34 230 879

㕲䚷㐨 航䚷✵

1970 402 29 252 617

⮬動㌴ 㕲䚷㐨 航䚷✵ ィ ෆ䚷航 ⮬動㌴
年䚷ᗘ

輸䚷送䚷量䚷（䟋） 輸䚷送䚷ά䚷動䚷量䚷（ⓒ䟋䟆） ᖹᆒ輸送㊥㞳（㻷㼙）

ෆ䚷航 ⮬動㌴ 㕲䚷㐨 航䚷✵ ィ ෆ䚷航

 

ෆ航海運は、１䝖ンの荷≀を１km 運䜆㝿の㓟Ⅳ⣲（CO2）ฟ量は、営業用㈌≀㌴（䝖ラ䝑

䜽）と比㍑し䛶⣙䠒ศの１であるとともに、ᅗ⾲２−１−60 及びᅗ⾲２−１−61 をぢ䛶も䜟かるとおり、

2017 年ᗘのᚑ業ဨ（ෆ航船ဨ）１人あたりの輸送䝖ンキロは 1996 年ᗘと比㍑すると⣙２増、䜎

た、2017 年ᗘの１㞘あたりのᖹᆒ⥲䝖ン数は 2000 年ᗘと比㍑すると⣙４増となっ䛶おり、輸送ຠ

率が高䛟、環境ಖ全の㠃でもඃ䜜た輸送ᶵ㛵であると䛔䛘る。 

䛭の一方、ඛ㏙したとおり、ෆ航海運によっ䛶輸送䛥䜜る㈌≀のከ䛟は⏘業ᇶ♏≀資が䜋と䜣䛹

であり、ᕷἣኚ動による⏕⏘調ᩚ等で輸送㟂せがኚ動するのに対し、౪⤥㠃でのᶵ動ᛶをḞ䛟た

䜑、船⭡㟂⤥䜼䝱䝑䝥が⏕䛨やす䛔ᵓ㐀となっ䛶䛔る。 

  

  ２−１−58 ㍺㏦ရ┠ูシ࢙ア（2017年ᗘ） 

㸸2017ࢫ࣮࣋ࣥࢺ 年ᗘ 

㸸2017ࢫ࣮࣋ࣟ࢟ࣥࢺ 年ᗘ 

 సᡂࡾࡼෆ⯟⯪⯧㍺㏦⤫ィ年ሗࠖࠕۑ

  ２−１−59 ㍺㏦ᶵ㛵ูࡢ CO2ฟཎ༢位（2017年ᗘ） 
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  ２−１−60 ㍺㏦ຠ⋡ᛶࡢ᥎⛣ 

２−１−61 ෆ⯟⯪⯧ࡢ᥎⛣ 

 

ղ ෆ⯟海㐠ᴗ⪅ࡢ⌧≧ 

2019 年４月１日⌧ᅾ、Ⓩ㘓事業⪅は 2,121 ⪅、ᒆฟ事業⪅は 1,287 ⪅となっ䛶おり、䛭の 99.7％

が中ᑠ企業（資本㔠３൨௨ୗ䜎たはᚑ業ဨ 300 人௨ୗの企業）となっ䛶䛔る。 

䜎た、ෆ航海運業ἲの改ṇによる事業༊ศ（ෆ航運送業「䜸䝨䝺ー䝍ー」とෆ航船⯧㈚Ώ業「䜸

ーナー」）のᗫṆ後も、少数の荷企業が≉定䜸䝨䝺ー䝍ーとඖㄳ運送ዎ⣙を⤖び、䛭の他の䜸䝨

䝺ー䝍ー及び䜸ーナーはඖㄳ䜸䝨䝺ー䝍ーのചୗで事業ά動を営むと䛔った䝢ラ䝭䝑䝗ᆺのᕷሙᵓ

㐀となっ䛶䛔る。 

 

ճ ㈈ົ≧ἣ 

2016 年ᗘのෆ航海運業⪅の㈈ົ≧ἣをみると、䐟資⏘に༨䜑るᅛ定資⏘の合は、䜸䝨䝺ー

䝍ーが 60.1％、䜸ーナーが 73.6％であり、船⯧等に౫Ꮡした資⏘ᵓ成となっ䛶䛔ること、䐠⣧資⏘比

率は、䜸䝨䝺ー䝍ーが 36.0％、䜸ーナーが 9.4％であり、≉に䜸ーナーに䛴䛔䛶は⬤ᙅな⤒営ᇶ┙と

なっ䛶䛔ること等が䜟かる。 

 

  ２−１−62 ෆ⯟海㐠ࡢᴗᵓ㐀 
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մ ㍺㏦ືྥ࣭ᕷἣ 

2017 年ᗘのෆ航㈌≀輸送量は、䝖ンキロ䝧ースでは前年ᗘ比で 100.3％と䜋䜌ᶓ䜀䛔である。 

せရ┠別（䝖ン䝧ース）では、㕲㗰、▼Ⅳ、▼Ἔ〇ရが䛭䜜䛮䜜対前年ᗘ比で 7.0％、1.6％、

1.0％増ຍし䛶䛔るものの、䛭の他のရ┠に䛴䛔䛶は減少傾向となっ䛶䛔る。 

  ２−１−63 ෆ⯟海㐠ࡢ㈈ົ≧ἣ（2016年ᗘ） 

（༢位㸸ⓒ） 

 సᡂࡾࡼ国ᅵ㏻┬海ᒁ㈨ᩱۑ 

ὀ㸸࠙  ྜࡿࡍᑐ㒊ྛࡣෆࠚ 

    （ ）ෆࡣᅛᐃ㈨⏘➼ᑐࡿࡍྜ 

 

 

 

一方、ෆ航海運のサービス౯᱁は、ᅗ⾲２−１−66 のとおり、国ෆ景気のや船⭡過等によ

っ䛶長期㛫に䜟たりప㏞を⥆け䛶きたが、ෆ航㈌≀船に䛴䛔䛶は、2005 年後༙からᅇ傾向とな

っ䛶䛔る。 

 

 

 

  ２−１−64 ෆ⯟㈌≀㍺㏦量ࡢ᥎⛣ 

対㻠㻡年ᗘ比 対前年ᗘ比 対㻠㻡年ᗘ比 対前年ᗘ比
1970 376,647 100.0 - 1,512 100.0 -
1975 452,054 120.0 90.2 1,836 121.4 95.4
1980 500,258 132.8 97.2 2,222 147.0 98.4
1985 452,385 120.1 100.5 2,058 136.1 98.0
1990 575,199 152.7 106.9 2,445 161.7 111.1
1995 548,542 145.6 98.7 2,383 157.6 99.9
2000 537,021 142.6 102.8 2,417 159.9 105.4
2005 426,145 113.1 96.8 2,116 139.9 96.7
2006 416,644 110.6 97.8 2,078 137.4 98.2
2007 409,694 108.8 98.3 2,030 134.3 97.7
2008 378,705 100.5 92.4 1,879 124.3 92.6
2009 332,175 88.2 87.7 1,673 110.6 89.0
2010 366,734 97.4 110.4 1,799 119.0 107.5
2011 360,983 95.8 98.4 1,749 115.7 97.2
2012 365,992 97.2 101.4 1,778 117.6 101.7
2013 378,334 100.4 103.4 1,849 122.3 104.0
2014 369,302 98.0 97.6 1,831 121.1 99.0
2015 365,486 97.0 99.0 1,804 119.3 98.5
2016 364,485 96.8 99.7 1,804 119.3 100.0
2017 360,127 95.6 98.8 1,809 119.6 100.3

年䚷䚷ᗘ
輸䚷送䚷䝖䚷ン䚷数䚷（千䝖ン） 輸䚷送䚷䝖䚷ン䚷キ䚷ロ䚷（൨䝖ンキロ）

 సᡂࡾࡼ➼ෆ⯟⯪⯧㍺㏦⤫ィ年ሗࠖࠕ┬国ᅵ㏻ۑ
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  ２−１−65 せရ┠ู㍺㏦量ࡢ᥎⛣ 
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մ  ෆ⯟⯪ࡢ⌧≧ 

ෆ航海運業⪅のᡤ᭷する船⯧の≧ἣは、2019 年３月ᮎ⌧ᅾで合ィ 5,201 㞘（前年ᗘ比 0.5％

減）、3,883 千⥲䝖ン（前年ᗘ比 2.3％増）となっ䛶䛔る。 

船ᆺ別にみると、500 ⥲䝖ンᮍ‶の船⯧は㞘数䝧ースでは全体の 78.1％を༨䜑䛶䛔るが、⥲䝖ン

数䝧ースでは全体の 21.7％となっ䛶䛔る。一方、1,000 ⥲䝖ン௨上の船⯧は、㞘数䝧ースでは全体

の 10.3％と少数ではあるが、⥲䝖ン数䝧ースでは全体の 66.6％と過༙数を༨䜑䛶䛔る。 

船✀別にみると、⮬動㌴ᑓ用船を㝖䛔た全船✀にお䛔䛶大ᆺが㐍䜣でき䛶おり、2019 年３月

ᮎ⌧ᅾの１㞘あたりのᖹᆒ⥲䝖ン数と 2009 年３月ᮎの䛭䜜とを比㍑すると、最大で 38.2％の増ຍと

なっ䛶䛔る。 

 ス౯᱁᥎⛣（2010年ᇶ‽）ࣅーࢧ ２−１−66  

㸯㸬2010年 ᖹᆒ 100 

㸰㸬日本㖟⾜ㄪᰝ⤫ィᒁࠕᴗྥࢧࡅーࣅス౯᱁ᣦᩘࠖࡾࡼసᡂ 

ὀ㸸2018年ศࡣ㏿ሗ್࡛ࠋࡿ࠶ 

  ２−１−67 ෆ⯟⯪ࡢ⯪ᆺู⯪⭡量 

㻝㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 1,831 (31.5) 51,420 (1.4) 1,774 (34.1) 43,623 (1.1)
㻝㻜㻜⥲䝖ン௨上㻞㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 1,163 (20.0) 203,483 (5.7) 690 (13.3) 118,472 (3.1)
㻞㻜㻜⥲䝖ン௨上㻟㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 269 (4.6) 69,264 (1.9) 339 (6.5) 88,179 (2.3)
㻟㻜㻜⥲䝖ン௨上㻠㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 212 (3.6) 74,436 (2.1) 199 (3.8) 69,526 (1.8)
㻠㻜㻜⥲䝖ン௨上㻡㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 1,186 (20.4) 578,409 (16.2) 1,062 (20.4) 521,292 (13.4)
㻡㻜㻜⥲䝖ン௨上㻣㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 274 (4.7) 180,280 (5.1) 156 (3.0) 97,961 (2.5)
㻣㻜㻜⥲䝖ン௨上㻝㻜㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 333 (5.7) 274,463 (7.7) 443 (8.5) 358,181 (9.2)
㻝㻜㻜㻜⥲䝖ン௨上㻞㻜㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 161 (2.8) 239,294 (6.7) 130 (2.5) 190,248 (4.9)
㻞㻜㻜㻜⥲䝖ン௨上㻟㻜㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 104 (1.8) 283,642 (8.0) 69 (1.3) 181,640 (4.7)
㻟㻜㻜㻜⥲䝖ン௨上㻠㻡㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 144 (2.5) 533,002 (14.9) 178 (3.4) 663,509 (17.1)
㻠㻡㻜㻜⥲䝖ン௨上㻢㻡㻜㻜⥲䝖ンᮍ‶ 55 (0.9) 285,457 (8.0) 56 (1.1) 288,456 (7.4)
㻢㻡㻜㻜⥲䝖ン௨上 77 (1.3) 792,445 (22.2) 105 (2.0) 1,261,828 (32.5)

合ィ 5,809 (100) 3,565,595 (100) 5,201 (100) 3,882,915 (100)

ᖹᆒ⥲䝖ン数

䕿国ᅵ㏻┬海事ᒁ調䜉

㻔注㻕䚷㻝．ෆእ航ే用船及び港運ే用船を含み、ሷのḟ輸送船、ཎἜのḟ輸送船及びἈ⦖ᖐにಀる

䚷䚷䚷䚷䚷▼Ἔ〇ရ用チㄆྍ船は含䜎な䛔。

䚷䚷䚷㻌㻞．㻔䚷䚷䚷㻕はᵓ成比㻔％㻕である。
䚷䚷䚷㻌㻟．➃数ฎ⌮のた䜑、ᮎᑿの数Ꮠが合䜟な䛔ሙ合がある。

614 747

船ᆺ
（⥲䝖ン）

㻞㻜㻜㻥年㻟月㻟㻝日 㻞㻜㻝㻥年㻟月㻟㻝日
㞘数 ⥲䝖ン数 㞘数 ⥲䝖ン数

 

 

ෆ航船⯧の新㐀船㞘数は、1993 年ᗘには 325 㞘をグ㘓したが、2018 年ᗘは䝢ー䜽時の⣙ 28％

にᙜたる 90 㞘であった。こ䜜は、ᘓ㐀船౯᱁の高Ṇ䜎り等により௦᭰ᘓ㐀が㐍䜣で䛔な䛔ことが背

景にある。こ䛖した中で、船㱋 14 ṓ௨上の船⯧がෆ航船⯧に༨䜑る合（⪁ᮙ船比率）は、1999 年

ᗘに 44％をグ㘓し䛶௨㝆上昇傾向にあり、2018 年ᗘᮎは全体の 70％を༨䜑る䜎でに⮳っ䛶䛔る。 

  

  ２−１−68 ෆ⯟⯪ࡢ⯪✀ู⯪⭡量 

  ２−１−69 ⯪✀ู᪂㐀⯪㞘ᩘࡢ᥎⛣ 

సᡂࡾࡼ国ᅵ㏻┬海ᒁ㈨ᩱۑ సᡂࡾࡼ国ᅵ㏻┬海ᒁ㈨ᩱۑ

㞘数 㞘数

䛭の他㈌≀船 3,697 (472) 3500 (599)

ᅵ・◁・▼ᮦᑓ用船 517 (607) 333 (642)

䝉䝯ン䝖ᑓ用船 155 (2559) 135 (2866)

⮬動㌴ᑓ用船 30 (4342) 12 (4131)

Ἔ送船 1,065 (727) 934 (1005)

≉Ṧ䝍ン䜽船 345 (593) 287 (690)

合䚷䚷ィ 5,809 (614) 5,201 (747)

䕿国ᅵ㏻┬海事ᒁ調䜉

䚷䚷䚷㻌㻞．㻔䚷䚷䚷㻕はᖹᆒ⥲䝖ン数である。

㻔注㻕䚷㻝．ෆእ航ే用船及び港運ే用船を含み、ሷのḟ輸送船、ཎἜのḟ輸送船及びἈ⦖ᖐにಀる
䚷䚷䚷䚷䚷▼Ἔ〇ရ用チㄆྍ船は含䜎な䛔。

774,146 938,230

204,706 198,069

3,565,596 3,882,915

313,929 213,849

396,586 386,967

130,271 49,569

1,745,958 2,096,231

船䚷䚷✀
㻞㻜㻜㻥年㻟月㻟㻝日 㻞㻜㻝㻥年㻟月㻟㻝日

⥲䝖ン数 ⥲䝖ン数
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㸰㸬ෆ⯟海㐠ᬻᐃᥐ⨨ᴗࡢࡘ╔ᐇ࡞ᐇ 

ෆ航海運に䛴䛔䛶は、1966 年から船⭡過対⟇とし䛶ᐇし䛶きたス䜽ラ䝑䝥・アン䝗・ビル䝗方

ᘧによるಖ᭷船⭡調ᩚ事業をゎ消し、1998 年䠑月、ෆ航海運のάᛶをᅗるた䜑、ෆ航海運ᬻ定

ᥐ⨨事業をᑟධした。 

このෆ航海運ᬻ定ᥐ⨨事業は、➇த制㝈的とのᢈุがᙉかったಖ᭷船⭡調ᩚ事業のゎ消によ

り、事ᐇ上の⤒῭的౯値を᭷し䛶䛔たᘬᙜ資᱁が↓౯値する⤒῭的影響を⪃៖した䝋フ䝖ラン䝕

䜱ング⟇である。なお、国ᅵ㏻┬とし䛶は、ෆ航海運ᬻ定ᥐ⨨事業にせする資㔠調㐩の一㒊に䛴

䛔䛶ᨻᗓಖドを⾜っ䛶䛔る。 

ᐇ≧ἣは、㔠が 1,746 㞘、207 対㇟䝖ン、1,310 ൨(2015 年ᗘを௨䛶⤊）、⣡㔠が

1,890 㞘、440 対㇟䝖ン、1,418 ൨となっ䛶䛔る（2019 年３月⌧ᅾㄆ定䝧ース）。 

2015 年ᗘに同事業のᰕの一䛴であるゎ᧔等㔠制ᗘが⤊するとともに、2016 年ᗘより新

たなᘓ㐀等⣡㔠༢౯の㐺用が開始䛥䜜、同事業の⤊ᜥに向けた㐨➽がᩚった≧ἣにある。 

２−１−70 ⯪㱋ᵓᡂࡢ᥎⛣ 

  ２−１−71 ෆ⯟海㐠ᬻᐃᥐ⨨ᴗࡢᴫせ 

２−１−70 ⯪㱋ᵓᡂࡢ᥎⛣

 

㸱㸬㕲㐨࣭㐠㍺ᶵᵓࡢ⯪⯧ඹ᭷ᘓ㐀ไᗘ 

ձ ไᗘࡢᴫせ 

⊂❧⾜ᨻἲ人㕲㐨ᘓタ・運輸タᩚഛᨭᶵᵓ（௨ୗ「㕲㐨・運輸ᶵᵓ」と䛔䛖。）では、船⯧ඹ

᭷ᘓ㐀制ᗘを㏻䛨䛶、環境ၥ㢟等、ᨻ⟇ㄢ㢟に対ᛂしたෆ航船⯧のᘓ㐀ಁ㐍をᅗっ䛶䛔る。ල体

的には、 

・海上運送事業⪅の⏦込みにᛂ䛨䛶、㕲㐨・運輸ᶵᵓと海上運送事業⪅が費用をศᢸし䛶国ෆ᪑

ᐈ船及びෆ航㈌≀船をඹ同ᘓ㐀する 

・❹ᕤ後、ᙜヱ船⯧を一定期㛫（おおむ䛽⪏用年数）ඹ᭷し、㕲㐨・運輸ᶵᵓは海上運送事業⪅に

用・⟶⌮䛥䛫るとともに、ඹ᭷期㛫中、海上運送事業⪅は、䛭の対౯とし䛶㕲㐨・運輸ᶵᵓに対

し用料をᨭᡶ䛖 

・海上運送事業⪅がඹ᭷期㛫‶時にᶵᵓのᣢศ(ṧᏑ⡙౯)を㈙䛔取ることにより、海上運送事

業⪅の 100％ᡤ᭷船となる等をෆᐜとするものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
海上運送事業⪅はඹ᭷期㛫中を㏻し、ᶵᵓᣢศ㢠にᜥをຍ䛘た㢠を船⯧用料とし䛶ᶵᵓに

ᨭᡶ䛖。䛭の㝿、㈈ᢞ㔠等をᇶにしたᇶ‽率にᨻ⟇せ௳別㍍減率及び海上運送事業⪅の

ಙ用ຊにᇶ䛵䛟㍍減率（海上運送事業⪅の㈈ົ諸⾲及び過去のᮍᐇ⦼等を⪃៖したもの）を

ຍした率が㐺用䛥䜜る。

 䜎た、2019 年ᗘより、䐟ス䜽ラ䝞ーをタ⨨した᪤Ꮡඹ᭷船に対する㔠㍍減、䐠 LNG ⇞料船の

新規⨨けを⾜った。 

  ２−１−72 船⯧ඹ᭷ᘓ㐀制ᗘのᴫせ 
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䕿㐺用率のィ⟬方ἲ 

 

 

䕿対㇟船⯧一ぴ୪びにᨻ⟇せ௳別㍍減率及びศᢸ合の上㝈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上運送事業⪅にとっ䛶は、䐟㕲㐨・運輸ᶵᵓがඹ᭷船⯧をᶵᵓᣢศに䛴䛔䛶直᥋ᡤ᭷するた

䜑、ཎ๎とし䛶ᢸಖがせであること、䐠長期・ᅛ定・పの資㔠的ᨭをཷけら䜜ること、䐡㕲㐨・

  ２−１−73 船⯧ඹ᭷ᘓ㐀制ᗘの船⯧用料にಀる㐺用率 

  ２−１−74 対㇟船⯧のඹ᭷期㛫 

 

運輸ᶵᵓのᢏ⾡ᨭがཷけら䜜ること、等の䝯䝸䝑䝖をாཷできる。 

海上運送事業⪅は、大ከ数が中ᑠ事業⪅であり、数൨から数༑൨と高౯な船⯧のᘓ㐀を

⾜䛖㝿には、船⯧௨እの༑ศなᢸಖを᭷し䛶䛔な䛔ሙ合がከ䛟、ᕷ中の㔠⼥ᶵ㛵から長期の資㔠

的ᨭをཷけることがᅔ㞴なሙ合がከ䛔。䜎た、中ᑠ事業⪅である船にはᘓ㐀にᙜたっ䛶のᕤ

ົ┘╩等に㛵するᢏ⾡的䝜䜴䝝䜴がᚲせと䛥䜜るが、ᘓ㐀ᶵ会が少な䛔ことからᕤົ┘╩等に㛵

する༑ศな䝜䜴䝝䜴を᭷し䛶䛔な䛔事業⪅がከ䛔。このた䜑、船⯧ඹ᭷ᘓ㐀制ᗘは㔜せなサ䝫ー䝖

䝒ールとし䛶ά用䛥䜜䛶おり、同制ᗘは我が国のෆ航海運のᐇを㋃䜎䛘た制ᗘと䛔䛖ことができ

る。 

㕲㐨・運輸ᶵᵓではこ䜜䜎で、᪑ᐈ船⣙ 1,000 㞘、㈌≀船⣙ 3,000 㞘、合䜟䛫䛶⣙ 4,000 㞘、㔠

㢠䝧ース（ᶵᵓᣢศ㢠）で⣙ 1  7800 ൨に上る船⯧をᘓ㐀し䛶きた。（2019 年３月ᮎ⌧ᅾ） 

 

ղ ⯪⯧ඹ᭷ᘓ㐀ไᗘࢆ取ࡾᕳࡃ⌧≧ 

我が国のෆ航ศ㔝にお䛔䛶は、≀ὶのຠ率や⏘業➇தຊのᙉにຍ䛘、より環境にඃし䛔ෆ

航海運業のᐇ⌧、㞳ᓥ航路の⥔ᣢ・άᛶと䛔った㔜せなㄢ㢟がᘬき⥆きᏑᅾし䛶䛔る。䜎た、ෆ

航船の⪁ᮙは㠀ᖖに高䛔Ỉ‽に㐩し䛶おり(ᅗ⾲２−１−70 船㱋ᵓ成の᥎⛣)、こ䛖した船⯧をよ

り⤒῭ᛶや環境ᛶ⬟にඃ䜜たⰋ㉁な船⯧に௦᭰することがᛴົとなっ䛶䛔る。 

 

 

 

２−１−75 ෆ航海運における、㕲㐨・運輸ᶵᵓのඹ᭷船のシェアとᘓ㐀ᐇ⦼及び 

ಖ᭷⥲䝖ン数対㇟船⯧のඹ᭷期㛫 

 

 

䕿㐺用率のィ⟬方ἲ 

 

 

䕿対㇟船⯧一ぴ୪びにᨻ⟇せ௳別㍍減率及びศᢸ合の上㝈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上運送事業⪅にとっ䛶は、䐟㕲㐨・運輸ᶵᵓがඹ᭷船⯧をᶵᵓᣢศに䛴䛔䛶直᥋ᡤ᭷するた

䜑、ཎ๎とし䛶ᢸಖがせであること、䐠長期・ᅛ定・పの資㔠的ᨭをཷけら䜜ること、䐡㕲㐨・

䕿㐺用率のィ⟬方ἲ

  ２−１−73 船⯧ඹ᭷ᘓ㐀制ᗘの船⯧用料にಀる㐺用率 

  ２−１−74 対㇟船⯧のඹ᭷期㛫 
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ճ ⎔ቃᛶ⬟ඃࡢ⯧⯪ࡓࢀᘓ㐀 

㕲㐨・運輸ᶵᵓにお䛔䛶は、SES（スー䝟ー䜶コシ䝑䝥）や㓟Ⅳ⣲ప減船（ඛ㐍㓟Ⅳ⣲

ప減船、高ᗘ㓟Ⅳ⣲ప減船）等、ෆ航海運のグ䝸ーンに資する船⯧のᘓ㐀ಁ㐍を⾜っ

䛶䛔る。 

SES はᢠの少な䛔船ᆺや㟁気᥎㐍システ䝮を᥇用することにより、ඃ䜜た⤒῭ᛶや環境㈇荷

のప減、船ෆ環境の改善をもたらすḟ世௦のෆ航船⯧である。2019 年 3 月ᮎ⌧ᅾ、᪑ᐈ船４㞘と

㈌≀船 21 㞘の合ィ 25 㞘の SES が❹ᕤし䛶䛔る。䜎た、㕲㐨・運輸ᶵᵓでは、ᑓ㛛的ᢏ⾡サ䝫ー

䝖を⾜䛖ことで、SES のᑵ航後ᨭも⾜っ䛶䛔る。 

ඛ㐍㓟Ⅳ⣲ప減船とは、Ỉᵴヨ㦂のᐇにより開Ⓨ䛥䜜た、船体ᢠの少な䛔高ᛶ⬟な船

ᆺであっ䛶、1990 年௦ึ㢌の船⯧と比䜉䛶 16%௨上の CO2 ฟ量を๐減する船⯧であり、2019 年

3 月ᮎ⌧ᅾ、㈌≀船 20 㞘、᪑ᐈ船 2 㞘、合ィ 22 㞘が❹ᕤし䛶䛔るとこ䜝である。 

 䜎た高ᗘ㓟Ⅳ⣲ప減船とは、⇞料消費率がప減䛥䜜、᥎㐍ຠ率を改善するタഛ等をഛ䛘

ることにより、1990 年௦ึ㢌の船⯧と比䜉䛶 12%௨上の CO2 ฟ量を๐減する船⯧であり、㍍減

率を㐺用することでᘓ㐀のಁ㐍をᅗっ䛶䛔る。 

  2018 年ᗘには、高ᗘ㓟Ⅳ⣲ప減船 15 㞘をᘓ㐀Ỵ定し、2019 年ᗘ௨㝆もᘬき⥆き、こ䜜ら

環境ᛶ⬟に資する船⯧のᘓ㐀ಁ㐍をᅗるࠋ 
 

մ  ㈈ົయ㉁ᙉࡓࡅྥ取⤌ 

2003 年ᗘᮎには㕲㐨・運輸ᶵᵓの船⯧຺定（ඹ᭷ᘓ㐀業ົを⾜䛖海事຺定の前㌟）にお䛔䛶、

ᮍ㔠が 473൨、⧞㉺Ḟᦆ㔠が 445൨、മົ㉸過が 283൨と䛔䛖≧ἣにあった。䛭こで 2004

年 12 月に「ෆ航海運ຠ率のた䜑の㕲㐨・運輸ᶵᵓ船⯧຺定ぢ直し方㔪」を国ᅵ㏻┬にお䛔䛶

２−１−76  年ᗘ及び直㏆ 5 年㛫のᘓ㐀ᐇ⦼ 

 

⟇定し、ඹ᭷ᘓ㐀制ᗘのᢤ本的ぢ直し、ᮍⓎ⏕の㜵Ṇ、മᶒ⟶⌮及びᅇᙉ等を⾜った。 

௨㝆、㕲㐨・運輸ᶵᵓはき䜑⣽かなമᶒ⟶⌮によっ䛶ᮍ㔠㜵Ṇ・ᅇᙉをᅗり䛴䛴、海上運

送事業⪅のಙ用䝸ス䜽にᛂ䛨た㔠制ᗘのタ等によっ䛶䝸ス䜽⟶⌮をᙉし、ᮍ㔠のⓎ⏕ṧ

高は╔ᐇに減少し䛶䛔る。同時に、ෆ航海運のグ䝸ーン対⟇や㞳ᓥ航路の⥔ᣢ・άᛶ対⟇等、

ᨻ⟇┠的に合⮴した新船のᘓ㐀を⾜䛖海上運送事業⪅に対し䛶、㔠ඃ㐝等のᨭを⾜䛔、一定

量のඹ᭷ᘓ㐀の☜ಖをᅗること等により、㈈ົ体㉁の改善ᙉに取り⤌䜣で䛔る。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

յ  ⧞㉺Ḟᦆ㔠๐ῶィ⏬ࡢ⟇ᐃ 

㕲㐨・運輸ᶵᵓは、╔ᐇに⧞㉺Ḟᦆ㔠の๐減を㐍䜑るた䜑、2018年 3月䡞⧞㉺Ḟᦆ㔠๐減ィ⏬䡟

を⟇定した。 

同ィ⏬では、⧞㉺Ḟᦆ㔠のⓎ⏕せᅉと⌧≧をศᯒした上で、⧞㉺Ḟᦆ㔠の๐減┠ᶆ㢠及びල

体的な๐減方ἲ(事業量の☜ಖ、ᮍ㔠Ⓨ⏕㜵Ṇ、മᶒ⟶⌮及びമᶒᅇのᙉ⟇)を定䜑䛶お

り、๐減┠ᶆ㢠を合ィ 40 ൨⛬ᗘとし、䛥らなる๐減に取り⤌䜣で䛔る。 

  ２−１−77 直㏆ 5 年㛫のᮍ㔠ṧ高及びⓎ⏕率の᥎⛣ 

  ２−１−78 2007 年ᗘ௨㝆の⧞㉺Ḟᦆ㔠㢠๐減ィ⏬の᥎⛣ 
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 港㐠 ߁

㸯㸬ᡃࡀ国港湾ࡿࡄࡵࢆ⌧≧ 

 世界の国㝿海上コンテナ荷動量をみると、2017 年は全世界合ィで 2 ൨ 0,792  TEU となっ䛶お

り、北米䡚欧ᕞ㛫での荷動量が 732  TEU（世界の荷動量に༨䜑る合は 3.5%）、北米䡚東アジ

ア㛫での荷動量が 2,677  TEU（同合は 12.9%）、欧ᕞ䡚東アジア㛫での荷動量が 2,307  TEU

（同合は 11.1％）となっ䛶䛔る一方、東アジアᇦෆでの荷動量は 3,179  TEU（同合は 15.3％）

となっ䛶おり、東アジアを中ᚰとしたコンテナ荷動量が世界のコンテナ荷動きにお䛔䛶大きなᆅを

༨䜑䛶䛔る。 

 

 

  

このよ䛖なアジアにおける㈌≀量の増大を背景に、我が国港湾におけるコンテナ㈌≀取扱量も増

ຍし䛶䛔るが、䛭䜜にも増し䛶アジアせ港のコンテナ取扱㈌≀量がᛴ増し、我が国港湾のᆅが

┦対的にపୗし䛶き䛶䛔る。䜎た、世界の港湾別コンテナ取扱個数ランキングでみると、1983 年に

お䛔䛶⚄ᡞ港は取扱量で世界➨４であった。しかし、2017 年にお䛔䛶は 30 にもラン䜽インでき

䛶おら䛪、ᛴ⃭に䛭のᆅはపୗし䛶䛔る。䜎た、日本で最も取扱量のከ䛔東ி港で䛥䛘 28 とな

っ䛶䛔る。こ䜜に対し、上を上海港、シン䜺䝫ール港、῝ᆆ港と䛔ったアジアのせ港が༨䜑䛶䛔

る。 

 

 

  ２−１−79 世界の国㝿海上コンテナ荷動量 

 

 

㸰㸬港湾㐠㏦ᴗࡢ⌧≧ 

 

  ２−１−80 アジアせ港におけるコンテナ取扱㈌≀ 

  ２−１−81 港湾荷ᙺの作業ᙧែ 
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一方、港湾運送量（船⯧積༺量）は、2017 年ᗘ、全国で⣙ 14 ൨ 5,486 䝖ンと、前年ᗘ比 0.9％

増となっ䛶䛔る。 

 
船⯧積༺量をရ┠別にみると、コンテナ荷ᙺが 2017 年ᗘにお䛔䛶 631 ⓒ䝖ン（前年ᗘ比䠑％増）

であり、港湾運送量の⣙ 43％を༨䜑、我が国の港湾運送にお䛔䛶㔜せな⨨けとなっ䛶䛔る。  
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2018 年３月ᮎ⌧ᅾにお䛔䛶、港湾運送事業ἲの対㇟となる全国 93 港の指定港における港湾運

送事業のチྍ数及び事業⪅数は௨ୗのとおりである。䜎た、中ᑠ企業が༨䜑る合が⣙ 88％と㠀

ᖖに高䛔。 

 

 

䜎た、港湾運送事業のປാ⪅数に䛴䛔䛶は、2017 年ᗘᮎにお䛔䛶⣙䠑１千人である。港湾運

送事業の事業⪅数は減少し、ປാ⪅数は前年ᗘ比で䜋䜌ᶓ䜀䛔となっ䛶䛔る。 

大企業

（100社）

11.6%中ᑠ企業

(༠業⤌合含む）

（765社）

88.4%

䕿国ᅵ㏻┬港湾ᒁ調䜉（2018年３月ᮎ日）

（注）大企業とは、資本㔠３൨㉸の企業のことである。

中ᑠ企業の༨䜑る合が

㠀ᖖに高䛔（⣙88％）

༊ศ チྍ数 事業⪅数 ⣧事業⪅数 

一⯡港湾

運送事業 
594 

1,162 861               
港湾荷ᙺ

事業 
916 

はしけ事業 145 

䛔か䛰事業 36                                                                                  

᳨数事業 䠒 

30 㚷定事業 15 

᳨量事業 21 

䕿国ᅵ㏻┬港湾ᒁ調䜉（2018 年３月ᮎ日）      

（注）事業⪅数は、ྛ港湾ẖ（ᨭᗑ等含む。）の事業⪅数、⣧事業⪅数とは全国（ᨭᗑ等を㝖䛟。）䝧ースの事

 

  ２−１−82 港湾別港湾運送事業のチྍ数及び事業⪅数及び中ᑠ企業比率 
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港湾運送事業⪅の 2017 年ᗘのᖹᆒ上高は⣙ 44 ൨と、前年ᗘ比 8％増となっ䛶䛔る。 

  

      （༢位㸸ⓒ） 

༊ศ 
全港 

2016 年ᗘ 2017 年ᗘ 前年ᗘ比 

港
運 

 ┈ 4,052  4,400 108,6% 

費 用 3,779  4,007 106,0% 

ᦆ ┈ 270  393 145,6% 

ᨭ率％ 107.2  117,5 109,6% 

兼
業 

ව業┈ 19,103  20,382 106,7% 

ව業費用 18,438  19,239 104,3% 

営業ᦆ┈ 936  1,143 122,1% 

⤒ᖖᦆ┈ 1,105  1,148 128,3% 

䕿国ᅵ㏻┬港湾ᒁ調䜉 

  
    

（注）１．➃数ฎ⌮のた䜑、ᮎᑿの数Ꮠが合䜟な䛔ሙ合がある。 

  

   ２．本⾲は、一⯡港湾運送事業⪅（᮲௳↓し）の１社ᖹᆒの㔠㢠である。 

 

㸱㸬国㝿ࢥンテࢼᡓ␎港湾ᨻ⟇ 

我が国の⏘業ά動や国Ẹ⏕άを≀ὶ㠃からᨭ䛘るた䜑には、国㝿海上コンテナ≀ὶにお䛔䛶我

が国と北米・欧ᕞ等を⤖䜆国㝿ᇶᖿ航路をᏳ定的に⥔ᣢし䛶䛔䛟ことがᚲせである。このた䜑、国

ᅵ㏻┬は、2010 年䠔月、国㝿コンテナᡓ␎港湾とし䛶㜰⚄港（⚄ᡞ港、大㜰港）、ி港（東ி港、

川崎港、ᶓ港）を㑅定し、୧港にお䛔䛶大Ỉ῝ᓊቨのᩚഛやຠ率的な港湾運営等、䝝ー䝗・䝋フ䝖

一体となった⥲合的な⟇をᐇし䛶きた。 

しかし、この㛫にも、コンテナ船の大ᆺや船会社同ኈのアライアンス⦅の㐍ᒎにより、国㝿

ᇶᖿ航路のᐤ港ᆅ㞟⣙が㐍䜣で䛔る≧ἣを㋃䜎䛘、2014 年１月に、「国㝿コンテナᡓ␎港湾ᨻ⟇

᥎㐍ጤဨ会」にお䛔䛶、国㝿コンテナᡓ␎港湾䜈の「㞟㈌」、国㝿コンテナᡓ␎港湾䜈の⏘業㞟積

による「㈌」、国㝿コンテナᡓ␎港湾の「➇தຊᙉ」の３本ᰕの⟇からなる「最⤊とり䜎と䜑」を

බ⾲した。「最⤊とり䜎と䜑」にᇶ䛵き、ி港及び㜰⚄港のྛ港湾運営会社に対し䛶国がฟ資を

⾜䛔、国、港湾⟶⌮⪅、Ẹ㛫事業⪅による༠ാ体制をᵓ⠏するとともに、運営会社が⾜䛖㞟㈌事業

䜈のᨭ制ᗘのタ等ྛ✀⟇に取り⤌䜣できた。 

こ䛖した取り⤌みにより、⚄ᡞ港にお䛔䛶は、2018 年のコンテナ㈌≀取扱個数が⣙ 294  TEU と

なり過去最高を更新し、ᶓ港にお䛔䛶は、2017 年４月、2018 年䠔月に、┦ḟ䛔で北米航路が新規

  ２−１−86 港湾運送事業⪅のᨭ≧ἣ 

 

開タ䛥䜜、2018 年䠕月には、中༡米航路が新規開タ䛥䜜るな䛹、ල体的な成ᯝがฟ䛶䛔る。䜎た、

欧ᕞ航路に䛴䛔䛶も、2019 年䠑月より、アジア䡚欧ᕞ航路でのᶓ港䜈のᐤ港を開した。 

「最⤊とり䜎と䜑」௨㝆䠑年が⤒過したことから、2019年３月に、こ䜜䜎でのᨻ⟇┠ᶆの㐩成≧ἣ、

個別⟇のᐇ≧ἣをフ䜷ローア䝑䝥し、䠝䠥、䠥䡋䠰、⮬ാᢏ⾡のⓎᒎ等の≧ἣのኚを㋃䜎䛘䛶、

ᨻ⟇┠ᶆと個別⟇のぢ直しを⾜った⤖ᯝを「最⤊とり䜎と䜑フ䜷ローア䝑䝥」とし䛶බ⾲した。後

は、欧ᕞ・北米航路をは䛨䜑、中༡米・アフ䝸䜹等ከ方㠃・ከ㢖ᗘの直航サービスをᐇ䛥䛫ること

をᨻ⟇┠ᶆとし、「Cargo Volume（㈌≀量）」「Cost（コス䝖）」「Convenience（౽ᛶ）」の３䛴のほⅬを

ഛ䛘た国㝿コンテナᡓ␎港湾を┠指し、㔜Ⅼ的・ຠ率的な㞟㈌、コンテナ䝍ー䝭ナルの⏕⏘ᛶ向上、

港湾の全㟁Ꮚをは䛨䜑とする「㞟㈌」「㈌」「➇தຊᙉ」の３本ᰕの取り⤌みをᘬき⥆き᥎㐍

し䛶䛔䛟。 
 

㸲㸬LNGバンカリンࢢᣐⅬࡢᙧᡂ 

2016 年 10 月に、国㝿海事ᶵ㛵（IMO）にお䛔䛶一⯡海ᇦにおける SOx 規制が 2020 年からᙉ

䛥䜜ることがỴ䜎るな䛹、ฟ䜺スの䜽䝸ーンな LNG（ᾮኳ↛䜺ス）を⇞料とする船⯧の増ຍがぢ

込䜎䜜䛶おり、LNG 䝞ン䜹䝸ング（⇞料౪⤥）ᣐⅬの᭷↓が港湾の国㝿➇தຊをᕥྑする≧ἣとな

っ䛶䛔る。我が国は世界最大の LNG 輸ධ国であり、LNG ᇶᆅが港湾に㏆᥋し䛶❧ᆅし䛶䛔ること

等から、世界最大の㔜Ἔ䝞ン䜹䝸ングᣐⅬであるシン䜺䝫ールと LNG 䝞ン䜹䝸ングᣐⅬの世界的な

䝛䝑䝖䝽ー䜽ᵓ⠏に向けた取⤌を᥎㐍し䛶䛔る。 

大ᆺ LNG ⇞料船䜈の LNG 䝞ン䜹䝸ングは Ship to Ship 方ᘧ（ᓊቨ・ᱞᶫにಀ␃中ཪは㘌Ἡ中の

LNG ⇞料船に LNG 䝞ン䜹䝸ング船が᥋⯨（ᶓけ）し䛶 LNG ⇞料を౪⤥する方ἲ）による䜸䝨䝺ー

シ䝵ンがຠ率的であり、LNG 䝞ン䜹䝸ングᣐⅬのᙧ成に㝿し䛶は LNG 䝞ン䜹䝸ング船のᘓ㐀や LNG

ᇶᆅの改ಟな䛹ከ㢠のึ期ᢞ資がᚲせとなる。他方で、2020 年の規制開始ᙜึは船⯧⇞料とし䛶

の LNG 㟂せが㝈ら䜜ることから LNG 䝞ン䜹䝸ング事業の᥇⟬ᛶを☜ಖすることがᅔ㞴とぢ込䜎䜜

ることが、LNG 䝞ン䜹䝸ングᣐⅬのᙧ成が㐍䜎な䛔一ᅉとなっ䛶䛔る。 

こ䛖したことから、2018 年ᗘより LNG 䝞ン䜹䝸ングᣐⅬのᙧ成に向けたᨭ制ᗘをタし、2018

年䠒月には「ఀໃ湾・三Ἑ湾 LNG 䝞ン䜹䝸ング事業」、「東ி湾における STS 方ᘧでの船⯧向け䠨䠪

䠣⇞料౪⤥事業」を᥇ᢥしたとこ䜝であり、2020 年ᗘ中には我が国にお䛔䛶 LNG 䝞ン䜹䝸ングᣐⅬ

が２䜹ᡤでᙧ成䛥䜜ることとなる。 

ᘬき⥆き、ኴᖹὒに㠃しアジアの東ഃの䝀ー䝖䜴ェイに⨨する我が国港湾に、LNG 䝞ン䜹䝸ン

グᣐⅬをᙧ成することにより、ኴᖹὒ等を航⾜する船⯧の我が国䜈のᐤ港増ຍをᅗり、港湾の国

㝿➇தຊをᙉし䛶䛔䛟。 
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  ２−１−87 我が国港湾とアジアせ港との欧米ᇶᖿ航路ᐤ港౽数の比㍑ 

  ２−１−88 国㝿コンテナᡓ␎港湾ᨻ⟇のᴫせ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

  ２−１−89 䠨䠪䠣䝞ン䜹䝸ングᣐⅬのᙧ成 ਤද
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